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足立区男女共同参画推進委員会会議概要 

会 議 名 令和４年度 第５回 足立区男女共同参画推進委員会 

事 務 局 地域のちから推進部多様性社会推進課 

開催年月日 令和４年１２月２２日（木） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後３時５７分 

開 催 場 所 Ｌ・ソフィア ３階第１学習室 

出 席 者 

【委員】 

石阪 督規 委員長 片野 和惠 副委員長 徳永 裕文 委員 

小島 まゆみ委員 内藤  忍 委員 平井 有希子委員 

橋本  優 委員 小川 節子 委員 田中 孝子 委員 

佐藤 英二 委員 田口 麻美 委員 新井ひでお 委員 

水野あゆみ 委員   

【事務局】 

依田 地域のちから推進部長 松本 令子 多様性社会推進課長 

三堀 事業調整担当係長 秋谷 男女共同参画推進係主任 

星屋 男女共同参画推進係主任  

【傍聴者】４名 

会 議 次 第 １ 前回（１１／２１開催）委員会のふりかえり 

２ 第８次行動計画の骨子案について 

３ 第８次行動計画の成果指標案について 

４ 「年次報告書」作成に向けた委員会意見について 

５ 事務連絡 

  （１）次回 １月２６日（木曜日）午後２時～４時 

     第２学習室 
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  （２）その他 

資 料 

 
・資料１：令和４年度第４回男女共同参画推進委員会（１１／２１）の 

     要点 

・資料２：第８次行動計画骨子（案） 

・資料３：第８次行動計画体系図（案） 

・資料４：年次報告書（案） 

・その他１：ひとり親家庭支援事業の実績報告 

・その他２：令和４年度推進委員会日程表 

・その他３：令和４年度第４回男女共同参画推進委員会（１１／２１） 

      会議録 

・その他４：男女参画プラザ講座チラシ 

そ の 他 
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（審議経過） 

１ 前回（11／21開催）委員会のふりかえ 

  り 

（松本課長） 

 皆様、こんにちは。定刻になりましたの

で、令和４年度第５回足立区男女共同参画

推進委員会を開催いたします。 

 司会は、本日も多様性社会推進課長の松

本が担当いたします。よろしくお願いいた

します。ここからは着座にてお話しさせて

いただきます。 

 本委員会は、足立区男女共同参画推進委

員会規則の第４条に基づき、委員の半数以

上のご出席がなければ会議を開くことがで

きません。本日、委員総数16名に対しまし

て、13名のご出席の連絡が来ております。

まだ皆様お揃いではありませんが、本日の

会議は有効に成立しております。 

 なお、同規則第５条によりまして、当委

員会は公開となっております。本日の傍聴

人は４人です。会議録作成のために、会議

の内容も録音させていただいております。

皆様のご発言につきましては、内容をご確

認いただいた上でホームページなどで公開

いたします。 

 なお、前回の議事録は本日、席上にお配

りしておりますので、後ほどご確認くださ

い。 

 それでは、次第に沿って進めてまいりま

す。 

 まず、次第の１番です。第４回男女共同

参画推進委員会は、11月21日、月曜日に行

いました。前回の要旨につきましては、資

料１をご確認ください。 

前回は、年次報告書作成に向けたご意見

をいただきました。提言については学校の

制服について、前年度の提言に加え、ジェ

ンダーレスな体操着や水着の採用に関して

提言したいといったご意見をいただきまし

た。 

 なお、事務局として、令和３年度に区の

方向性を記載しましたが、その進捗として

令和４年現在の内容についても年次報告書

に今回記載する予定で準備をしております。 

 前回の振り返りの２番です。 

 第８次行動計画の骨子案について。 

 １つ目の柱について。当初は「あらゆる

人の人権と多様性の尊重」としておりまし

たが「多様性の尊重」としていた部分を

「性の多様性の尊重」に変更しております。 

 前回のご質問にあった「ＬＧＢＴに関す

る教員向けの研修はどういったタイミング

で実施しているか」につきましては、教育

指導課に確認を行いました。教員向けの研

修ですと、１年目の新任研修と、中堅の

方・11年目に職層研修として実施をしてお

ります。このほかに人権教育研修会という

ものがございまして、各校、先生１名以上

が受講をしており、毎年度実施していると

いうことでした。 

 次に、２つ目の柱について。「様々な分

野における女性の参画拡大と活躍推進」に

関して「管理職に登用するための育成のプ

ロセスを活動指標として盛り込むのはいか

がか」というご意見がありました。ほかに、

「ワーク・ライフ・バランスの取組の認知

度について、一般の方には少し分かりにく

いのではないか」というご意見がありまし

た。 

 ３つ目の柱です。「ひとり親（豆の木）

相談室での相談内容が分かれば、必要な支

援が何か知ることができるのではないか」

というご意見をいただきました。関連資料

として「令和３年度のひとり親家庭支援事

業の実績報告について」という資料を添付

いたしましたので、内容をご確認いただけ
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ればと思います。 

 ４つ目の柱で「男女共同参画の推進体制

の整備・強化」についてです。意識改革と

して「無意識の偏見や、偏見の払拭のため

のツールが必要である」、「理解促進の広

報・啓発について、施策の中身ではなくて、

実効性を担保したものになるように、連携

体制の整備・強化をやっていただきたい」

といったご意見がありました。 

 簡単ではありますが、以上の内容が前回

の審議内容となります。 

 本日の会議の目的は、成果指標も含め

「計画の骨子案」「計画の体系」等の資料

を基に、第８次行動計画の各施策に関する

議論を皆様に行っていただくことです。こ

の内容を答申案として次回の１月の委員会

でまとめ、答申案を作成し、区に提示して

いくという流れになります。 

 では、次からは石阪委員長に進行をお願

いいたします。 

（石阪委員長） 

 それでは、ご紹介いただきました。改め

まして石阪です。よろしくお願いします。 

 今、前回の振り返りがありましたけれど

も、ここまでで何かご質問、ご意見ありま

すでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 それでは、次第に沿って進めさせていた

だきます。 

 

２ 第８次行動計画の骨子案について 

（石阪委員長） 

 本日の皆さんからご意見、あるいはご議

論を賜りたい、第８次行動計画、こちらに

ついて皆さんから意見を伺ってまいりたい

と思います。 

 資料でいいますと資料２になりますけれ

ども、こちら７次と８次を比較して並べて

あります。こちらは事務局からまず説明い

ただいて、その後、皆さんからまずご質問、

その後、ご意見という形で進んでいきたい

と思います。よろしくお願いします。 

（松本課長） 

 では、柱立ての案について、資料２の１

ページ目をご覧ください。第７次の柱は４

つでございます。第８次については５つの

柱を考えております。変更となるのが一番

最後、５番目の「推進体制の整備・強化」

です。それ以外は順番が入れ替わったりと

しております。 

 まず、第７次の計画はワーク・ライフ・

バランス中心に１つ目の柱がありました。

「様々な分野における女性の参画拡大と活

躍推進」。これは、女性活躍推進法の計画

で義務づけられているものを兼ねる形にな

ります。 

 第７次の２つ目の柱にありました「多様

な生き方を尊重し」については、第８次で

は１つ目の柱「あらゆる人の人権と性の多

様性の尊重」に持ってきております。 

 第７次の３つ目の柱「ＤＶ等の暴力の根

絶と支援体制の充実」です。こちらは第８

次についても３番目に持ってきております。

この部分も法に基づき配偶者暴力対策基本

計画を兼ねております。 

 ４つ目の柱は「生活に困難さを抱える家

庭の子どもと保護者への支援」です。これ

は平成27年に子どもの貧困対策の計画が足

立区でできたことと併せまして、本計画に

盛り込まれた部分です。第８次の柱の４つ

目にも盛り込んでおりますが、これは令和

４年制定、令和６年施行となる「困難を抱

える女性への支援法」に基づき、市区町村

の計画策定が努力義務になることをふまえ

たものです。本計画の４つ目の柱が該当す

るのではないかということで、盛り込んで

おります。 
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 柱についての説明は以上となります。 

（石阪委員長） 

 これは、１、２、３、４、ここまでは順

番は変わっていますけれども、内容につい

てはかなり踏襲しているものが多いという

ことですね。 

 そして、５番目、これは新規と書いてあ

りますが、推進体制の整備・強化、これが

新たに加わった。これは比較すると非常に

分かりやすいんですが、新計画、新しいほ

うの計画については順番が人権と性の多様

性の尊重、これが一番最初に来た。これは

これまでの議論に沿う形で順番を入れ替え

たということになります。 

 ここまで何かご質問ありますでしょうか。 

 それでは、その先にいきたいと思います。 

（松本課長） 

 ２ページ目からは第７次行動計画の目標

のⅠからⅣまでの振り返りをしております。 

 まず、目標Ⅰについては「ワーク・ライ

フ・バランスの推進」ということで、この

計画の５年間を振り返り、推進企業数の推

移を表にしております。もっと気軽に取り

組めるように制度を見直し、令和元年度か

ら事業数が増えてきているという状況です。 

 目標Ⅱ、こちらは「多様な生き方の尊重、

相互理解が進む社会の醸成」ということで、

多様性を尊重する社会に向けた素地の醸成

ができているか、令和３年度の男女共同参

画に関する区民の意識調査の結果を表しま

した。「ＬＧＢＴという言葉の認知度」に

ついては、言葉を知っている方が70％、内

容までは分からないけれども聞いたことは

あるという方の15％を含めまして、85％以

上の方が「知っている」という結果で、こ

の５年間に啓発を推進していくための素地

が一定程度醸成されてきたことがうかがえ

る状況です。 

 目標Ⅲ「ＤＶの根絶」については、女性

相談等を中心にやってきました。 

 相談窓口につなげる工夫としては、令和

３年６月から予約方法を変更いたしました。

元々は相談員が相談室で予約を受け付ける

体制で、相談中に利用者の電話を受けると

いうのが難しいという状況があり、区民の

方からも予約が取りにくいというお声もあ

りましたので、事務室で予約を受け付ける

形に変更をしております。 

 相談窓口につなげる２つ目の工夫ですが、

20代から30代の女性向けの相談窓口の一覧

を作成いたしました。これは女性相談の利

用が少ない20代、30代の方向けに関心を持

っていただこうということで、令和３年度

に区以外にも、都のＳＮＳの相談窓口など

も含めた相談窓口の一覧表というチラシを

作成し、ＨＰやＳＮＳなどでも周知を行っ

ております。 

 相談件数につきましては、図３をご覧く

ださい。コロナで女性相談は増えているの

では？というご質問をよくいただきました

が、令和２年度まで５年ほど横ばい傾向で

した。それが令和３年度に１．２倍に増加

しております。新型コロナウイルスの影響

も考えられますが、令和３年度から相談方

法を変更したということもありますので、

分析については今後の相談件数の推移・動

向を見ていきたいと考えております。 

 男性ＤＶ相談も始めておりまして、平成

29年７月から開始しております。件数は女

性相談に比べますとかなり少なく見えます

が、加害男性も相談されている現状もあり

ますので、ＤＶ予防としても事業の継続が

必要だと考えております。 

 （２）配偶者暴力相談支援センターの設

置については、令和４年度中にＤＶ被害者

の相談機関として設置予定です。 
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 今までは、証明書をもらうために警察や

東京都の施設等に行かなければいけません

でした。例えば、戸籍に関するものなど、

ＤＶに関する証明書の取得のために区外等

へ行っていただいていたのが、区の中で完

結できるようになるので、物理的な面や、

心的負担の軽減にもつながると考えており

ます。 

 次に４ページは目標Ⅳ「生活に困難さを

抱える家庭の子どもと保護者への支援」で

す。特にひとり親家庭の支援ということで

やってまいりました。 

 （１）子どもの貧困対策の視点を盛り込

んだ男女共同参画の計画というのは策定当

時は珍しかった。今は国の計画の中にも盛

り込まれている視点ですが、第７次の計画

の柱の１つとしたのは特徴的であると思い

ます。 

 もう１つ、「困難を抱える女性への支援

に関する法律」の制定に関して、この柱の

内容と重なる部分もあることや、新型コロ

ナウイルスの影響で、今後さらに厳しい状

況にある方が増えていくことが考えられる

ため、強化が必要と考えている視点です。 

 次に（３）ひとり親世帯の経験・体験の

機会創出についてです。令和３年度までは

食の支援として掲げておりましたが、新型

コロナウイルスの感染拡大の影響で、食の

支援に関する講座の実施が難しい状況でし

た。そんな中でも何とかひとり親世帯の子

どもの経験・体験の機会創出につながるよ

うなものができないかということで、料理

にこだわらず、ハロウィンやクリスマスな

どのイベントに合わせた工作や、親子で楽

しめるような体験の講座を実施いたしまし

た。 

 目標のⅠからⅣまで、第７次の行動計画

全般について振り返りました。加えてオン

ラインを活用して周知・啓発活動をしてき

たということを記載しております。新型コ

ロナウイルスの影響で、令和２年度は講座

や事業が中止になりましたが、令和３年度

からはオンラインを活用することで、感染

拡大の時期にも、オンラインだけ実施でき

る等、柔軟な対応ができるようになりまし

た。これによって男女共同参画に関する周

知・啓発を止めずに続けていく工夫ができ

たのではないかと感じております。 

 第７次計画の振り返りについては以上と

なります。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 第７次については、また後ほど皆さんか

らご意見をいただきたいと思うんですが、

第７次、いろんな取組をされてきたという

ことですが、ここでは結構数字も出ていま

すけれども、相談件数については、むしろ

コロナに入って少し微減横ばいという感じ

でしょうか。それが令和３年度になって、

これは相談の方法が変わったから増えたと

いうことでよろしいんですか。 

（松本課長） 

 そこは、相談の方法が変わったためなの

か、または新型コロナの影響で増えたのか

という判断がこの１年だけでは難しいとこ

ろです。 

（石阪委員長） 

 なかなか難しい。 

（松本課長） 

 はい。今後の動向を見たいと思います。 

（石阪委員長） 

 そうですね、一応令和３年は激増してい

るという、そういうことになっています。 

 コロナ自体は令和２年の頭からですので、

３年度に大きな変化があったという、こう

いうことになります。 
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 それから、もう一つは男性のＤＶの電話

相談、これも数は少ないですけれども、先

ほどの話ですと加害男性からの相談もあっ

たということなので、これは女性の相談と

はまたちょっと違うパターンがあるのかな

ということです。 

 それから、ほかはいかがでしょうか。何

かもし皆さんからご質問、ご意見があれば。

第７次を振り返ってということです。 

 特に足立区の場合、ひとり親世帯、これ

はほかの自治体ではあまり取組としてはそ

こまで強くないことを重点的に取り組んで

きたということもありますので、この生活

に困難さを抱える家庭の子どもと保護者へ

の支援、ここについてはかなり充実した支

援をしていると私は思っています。 

 よろしいでしょうか。７次の行動計画に

ついてはこのような取組をしてきましたと

いうことです。では、８次の課題のほうに

少し入っていきたいと思います。それでは、

その先お願いします。 

（松本課長） 

 では、続きまして４ページ、第８次行動

計画に向けた課題でございます。 

 昨年、令和３年度に区で実施しました

「男女共同参画に関する意識調査」の結果

から、様々な課題が見えております。これ

らの課題に対して、新たな指標の設定に活

用したり、計画に反映をするというような

形で具体的な方法については今後いろいろ

探りながら、課題解消に努めたいと考えて

おります。 

 柱立てのⅠからⅤまで、新しい第８次計

画の紹介をいたします。 

 まず、柱立てのⅠ、あらゆる人の人権と

性の多様性の尊重です。こちらについては、

（１）学校を含む幼少期からの啓発という

ことで、意識調査の結果からは、性的マイ

ノリティーなどを理由に、いじめを受けた

り見聞きした経験の有無は、１割程度の方

があると回答をしている状況です。こちら

は５ページ目の一番上の図５になります。

次に図６ですが、68.3％の方がいじめを受

けたり見聞きした現場が学校だったと回答

をしております。 

そのため、人権課題の一つとして、幼少

期から学校現場などでの周知・啓発が必要

であると考え、第８次の計画への課題とし

て盛り込んでおります。 

 次に、柱立てⅡ、様々な分野における女

性の参画拡大と活躍推進です。 

 ワーク・ライフ・バランスの取組を始め

てから10年が経過しました。今はコロナの

影響で、テレワークなど働き方が多様化し

ているほか、社会の考え方や法改正なども

ありました。このような内容の反映も含め

て、制度を見直す必要があるのではないか

というふうに考えております。 

 また、ワーク・ライフ・バランスについ

ては前回もお話ししたとおり、区で10年や

っている割に「制度が十分周知されている」

と考えている区民は1.9％となっております。 

（石阪委員長） 

 実は認知度が低いんですよね。 

（松本課長） 

 はい、そうです。 

（石阪委員長） 

 足立区、これかなり力を入れていたんで

すけれども。 

（松本課長） 

 この事業をやっていること自体を知って

いる区民の方が少ないことがわかりました。

これも含めて、ワーク・ライフ・バランス

が企業だけのものではなくて、制度自体、

どういった形で見直していく必要があるの

かというのを、次の計画にも持ち越して、
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検討したいというふうに考えており、課題

として盛り込んだ次第です。 

 次に６ページ（２）です。 

 区民の意識改革ということで、図８、図

９と意識調査の結果を載せております。 

 男女の地位の平等感について様々な場面

で質問したうち「家庭生活」での平等感を

聞いたのが図８です。「平等だ」と回答し

たのは男性が43.5％、女性は26.9％という

結果です。 

 「日常の家事・育児、役割分担の満足度」

については図９ですが、男女の意識差が見

られます。その一因として、固定的な性別

役割分担意識や、無意識の思い込みなど、

いわゆるアンコンシャスバイアスがあるの

ではないかと。今、内閣府でもアンコンシ

ャスバイアスに関する意識調査を令和３年、

令和４年に実施して周知しております。解

消のためには区民の方の意識改革につなが

るような周知・啓発が必要ではないかとい

うことで、課題として盛り込んでおります。 

 続きまして、６ページ下の部分、柱立て

Ⅲ「ＤＶ・虐待の予防、支援」です。 

 ７ページの図10のグラフは、ＤＶ・ハラ

スメント行為を受けた際の相談先を聞いた

ものです。「相談できなかった」という方

が12.7％、「相談しようと思わなかった」

という方が37.1％いらっしゃいました。合

計49.8％の方が相談につながっておりませ

ん。 

 （２）相談しない理由について、図11

「どこに相談していいか分からなかった」

という方は13％ぐらいなので、こちらの被

害者に対しては相談窓口の周知の強化が必

要というふうに考えます。 

 課題となるのが「相談しても無駄だと思

った」「我慢すれば何とかなると思った」

あわせて75.3％の方、被害者をどのように

相談につなげていくかというのが今後も大

きな課題になってくると考えておりますの

で、課題として盛り込んでおります。 

 続きまして、７ページ目、柱立てⅣ「生

活上の困難を抱える女性等への支援」です。 

 （１）様々な分野の支援ということです

が、経済社会における性別による格差が背

景となって、女性は特に貧困や生活上の困

難に陥りやすいという状況があります。新

型コロナウイルスの感染拡大により、さら

に困難な状況に置かれているというのが、

内閣府の令和３年の男女共同参画白書でも

明らかになっておりますので、様々な分

野・視点で支援が必要ではないかと考え盛

り込んでおります。 

 （２）はひとり親世帯以外の支援とさせ

ていただきました。今までひとり親世帯中

心の支援をしてきておりますが、女性の貧

困はひとり親だけではなくて、不安定な就

業を継続せざるを得ない単身女性や高齢女

性など、全ての年代の女性に生じ得ること

に留意する必要があるとしました。 

 ひとり親世帯の貧困については、データ

としても出ておりますが、国の調査結果で

高齢の女性、単身女性についての貧困の割

合が高いことがデータとして見えてきてお

りますので、ひとり親については色々な施

策が増えておりますけれども、それ以外の

女性にも目を向けていく必要があるのでは

ないかということで、盛り込んでおります。 

（石阪委員長） 

 これはやはり年金の問題とか、そういう

ことでしょうか。単身になった場合に受け

取ることのできる金額がかなり減るんです

よね。 

（松本課長） 

 そういうこともあると思います。 

（石阪委員長） 
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 高齢というのは、恐らくそういうことか

な…… 

（松本課長） 

 それ以外にも、性別による社会的な経済

格差があります。 

（石阪委員長） 

 もともと基盤が、仕事も含めてなかった。 

（松本課長） 

 はい。ずっと単身の方についても厳しい

状況があるというデータが出ております。 

（石阪委員長） 

 分かりました。 

（松本課長） 

 ７ページ目の、最後、柱立てのⅤ「男女

共同参画に関する推進体制の整備・強化」

についてです。男女共同参画の推進には区

民だけではなくて、職員も意識改革をして

いく必要があるということと、あとは庁内

の連携体制の強化だけでなく、庁外やＮＰ

Ｏ等の各機関との連携が必要・重要という

ことでございます。 

 （２）については、計画の施策の進捗管

理、進行状況については客観的に確認して

いくため、手順や方法を構築していきたい

という考えで柱として盛り込んでおります。 

 柱については以上となります。 

（石阪委員長） 

 体系図については、また後ほど皆さんに

ご意見いただくんですが、ここまで、第８

次行動計画の課題についてですが、７次で

かなり努力されて頑張ってきたというとこ

ろもあるんですが、やはり課題もございま

す。８次は課題の解消に向けてどのような

ことを盛り込んでいくかということになっ

ていくわけですが、まず柱立てのⅠです。

あらゆる人の人権と性の多様性の尊重とい

うところですが、こちらは一ついじめとい

うところ、性的マイノリティー等を理由に

いじめを受けた人、これが大体１割、10％

程度いる。さらにその場所を見てみると、

場面を見てみると、学校でいじめを受ける

というケースが非常に多い。つまり学校で

の啓発であったりとか、あるいは働きかけ、

これがやはり必要になってくるということ

です。 

 この点について何か皆さん、ご意見あり

ますでしょうか。どうでしょう。 

 ８次については、この性的マイノリティ

ー等を理由に差別やいじめのない、こうい

った社会を実現するというところを一つ課

題として挙げていますけれども、学校現場

はなかなか難しいんですよね。 

 例えば、まず一つ必要なのは、やはり先

生とかに対する理解。これは既に足立区、

東京都はされているんでしたっけ。先生に

対する研修であったりとか、足立区でもや

っている。 

（松本課長） 

 足立区でも初任者の研修と11年目の職層

研修で実施しております。 

（石阪委員長） 

 そうですね、はい。これをやはり徹底す

ることと、保護者であったりとか、そうい

うところに対する働きかけですね。例えば、

よくあるＰＴＡの講演とか研修の中でもこ

ういったものを取り上げて、学校全体で理

解を図っていく、高めていくということが

必要になると思うんですが、あとは子ども

たちへの教育というところも大事ですかね。

どのような形でこれを教えていくのか。子

どもたち向けの教材ってまだないんでした

っけ。 

（松本課長） 

 人権教育という中の一つになるかと思い

ます。 

（石阪委員長） 
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 一つそれも試みとしてはあり得るかもし

れないですよね。そういった子どもたち向

けのテキストなり副教材みたいなものを作

成して。 

（松本課長） 

 教科書等については国になりますので、

なかなか区でコントロールするのは難しい

状況です。 

（石阪委員長） 

 教科書は多分難しいと思うんですけれど

も、副教材、何かリーフレットみたいなも

のかな。 

（松本課長） 

 そうですね。昨年作成した「ＬＧＢＴを

知る本」は基本的なものでわかりやすく作

っておりますので、出前講座に行ったとき

にお配りしたりしておりますし、活用して

いただきたいと思っております。 

（石阪委員長） 

 そうですね。 

 ほか、どうでしょう。特に学校教育の現

場でこんなことをされたらいい、こういう

ことをすれば理解…… 

 はい、どうぞ。 

（佐藤委員） 

 ２つあるんですけれども、一つがマイノ

リティーといった場合に必ずしも性的なこ

とが原因でなかった場合、いろんな意味で

１億2,000万、国民全員が何らかしらの意味

でマイノリティーを持っているんじゃない

かなと思っていて、性的マイノリティーと

いう、性的という部分だけじゃないよとい

うことは学んでいく必要があると思います。 

 あと、子どもがよく見るアニメとか漫画

でそうなんですけど、正義とか悪魔ってよ

く出てくるじゃないですか。ウルトラマン

とか、仮面ライダーとか。悪を倒すために

正義があるんだ。悪というのはみんなから

外れた存在で、どっちかというといじめの

対象になっちゃうんです。だから、「正義

と悪魔」というアニメとか、いろんな意味

で映画とかもそうなんですけど、あれを助

長するようなことのないような学校の現場

であってほしいなと思います。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 いわゆる多様性を尊重するということで

すね。 

 ほかどうですか、学校での。片野さん、

どうですか、この点については。学校教育

の中での多様性の推進って。 

（片野副委員長） 

 先日、勤務先の学校に「リエゾン」とい

う漫画が配られていました。それはヤング

ケアラーの啓発のために描かれた漫画で、

区内の全小中学校に配布されたということ

でした。そのような形で、まず子どもの身

近なところから、本を推薦して学校で読む

機会を設けるのも一つの手ではないかなと

いうふうに今思っております。 

（石阪委員長） 

 ちなみに、今、話に出たヤングケアラー

というのは、今回の８次の行動計画の中に

は文言として出てくるのか、これはいかが

ですか。 

（松本課長） 

 皆様からご意見をいただいたうえで検討

したいです。子どもの部分で関係はするか

と思います。 

（石阪委員長） 

 そうですね。恐らく性の多様性というよ

りは、柱の４番目ですね。ヤングケアラー

はなかなか課題としては大きな課題だと思

いますので。足立区ではこれを対応すると

ころというのは具体的にはどこになるんで

すか、部署として。 
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（松本課長） 

 子ども家庭部、他は福祉部かと思います。 

（石阪委員長） 

 そうか、必ずしもここではないのかな、

そうすると。 

（片野副委員長） 

 ヤングケアラーもそうだと思うんですが、

まず当事者が無自覚であるということが問

題になっていて、それを気づかせる目的の

本もいくつかあります。ＬＧＢＴについて

も、まず気づかせていくような本があれば

よいのかなというふうに思っています。た

だ、L・フェスタで講演していただいた産婦

人科の遠見才希子先生が、実は子どもの性

教育の３部作の絵本を書こうと思っている

というお話をしていらして、1冊目がプライ

ベートパーツの話で２つ目がＬＧＢＴＱに

関する本を書く予定だったけれど、反対意

見が多く、躊躇していると聞きました。で

すので、大人向けの映画は増えているよう

ですが、子ども向けの啓発本のようなもの

は今まで私も見たことがありません。実際

あるんでしょうか。 

（石阪委員長） 

 分からないな。どうですか。 

（三堀係長） 

 自治体などが子ども向けといっても、小

学校低学年といったところまで対象を下げ

たものを作成するというのはなかなか難し

いとは思います。中学生向けぐらいから読

めるリーフレットは見たことがあります。

また、大分では、漫画を県として出してい

て、それが映画にもなって法務省がホーム

ページで映像を公開しているというような

状況もあります。 

 一般に販売されているようなものとなる

と、あまり存じ上げない状況です。 

（片野副委員長） 

 やはり、低年齢からというとなかなか難

しいものがあって、まず親御さんからとい

うことでしょうか。 

（石阪委員長） 

 そうですね。実際、この会議の場でも当

事者にお越しいただいてお話しいただいた

ときに、かなり小さな低年齢からしていか

ないと、なかなかその辺の啓発は難しいと

いうお話もいただきましたので、恐らく発

達段階に応じた様々な、例えば教材であっ

たり、映像であったり、そういったものを

開発して、それを各学校の中で段階的に何

だろうな、図っていくというか進めていく

ような、そういう支援は必要なんだと思い

ますよね。 

 だから今、どちらかというと中学生とい

うお話出ましたけれども、低学年向けの何

か。これ、ＬＧＢＴ問題だけではなくて、

これが結果的にいじめにつながっていると

いうことを考えると、やっぱり多様性を尊

重するとか、そういったところ、これを分

かりやすく説明するような、そういう教材

であったりリーフレット、こういったもの

の配付というのも一つアイデアとしては必

要なのかもしれません。 

 ほかいいですか、この点。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 中身はここ、（１）のところは賛成なん

ですけれども、表現の問題なんですが、今、

属性について多様性といったとき、いろい

ろあるよねというお話が佐藤さんからもあ

ったところですけれども、ちょっとその観

点とは別で、ここの会議で扱う属性という

と、性別、それから性的指向、性自認とい

ったようなところになるのかなというふう

に思うので、ここは性的マイノリティー、

つまり性的指向と性自認に、等って書いて
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ありますので、性別を含むということだと

思うんですけれども、性別を理由にするい

じめや嫌がらせというのもないわけではな

いと思うので、そういったところを併記し

たほうがいいかなというのと。 

 もう１点は、やはり今、啓発が進んでな

いので、性的マイノリティーの子どもに対

するいじめなどがあると思います。ですが、

こういうふうに書くと、何か起きたときに

この子が性的マイノリティーかどうかと、

そういったような観点がまず入ってきてし

まって、何というか、そもそも誰に対して

もいじめを行ってはいけないのに、まず性

的マイノリティーかどうか、そしてその性

的マイノリティーに対するいじめがあった

のかという、２段階で審査するようなこと

が行われてしまうと、特定をしないといけ

ないというか、本末転倒で、国の法律をつ

くるときもやはり、こういうのは、条例も

そうですけど、こういう表記がいけないと

いうことをかなり言われてきたんですね。 

 ですから、性的指向、性自認を理由に、

性別も加わると思いますけど、等を理由に

いじめを受けたりというふうにして、特定

を避けるということと、それから性的マイ

ノリティーといった場合に、本当にマイノ

リティーだけになってしまう。つまり、特

定という問題とは別に、例えば別にマイノ

リティーじゃないけど、オカマだホモだと

言われるということはあるんですね。それ

でむしろそういうことが多くて、マイノリ

ティーかどうかはともかく、そういったマ

イノリティーに関する言葉でいじめられる

ということがあって、それがよくないので、

やはり属性を理由に、属性というのは性的

指向、性自認といった場合にはマイノリテ

ィーだけを指しませんので、それに関する

ワードや行いでもって人をいじめるという

ことになりますので、属性で書くのが普通

です。 

 これは今別に文言をそのまま書いている

わけではないと思うので、イメージとして

今後属性を理由に何か行うことはいけない

ということでやっていったほうがいいかな

というふうに思っています。伝わっていま

すでしょうか。 

（石阪委員長） 

 恐らく本人がそうであるかないかという

のを特定する前に、例えばそういうワード

を発するということですよね。それ自体が、

例えばもしいじめだとすると、そういうこ

とも含めてという意味ですよね。特定する

となると、また特定した後に、今度はそれ

についての例えばいじめというふうになっ

てしまうので、２段階になってしまうんで、

取りあえずそういうのも含めてとなると、

逆に言うともうちょっと多いんじゃないか

ということ、数としては。 

（内藤委員） 

 そうですね。 

（石阪委員長） 

 そういう言葉を発するということでも…

… 

（内藤委員） 

 マイノリティーかどうかはともかく、そ

ういうことを言われるということは結構あ

ると思いますので、これは女の子が何とい

うか…… 

（石阪委員長） 

 例えば、女の子に対して男の子っぽいと

か、そういうのも含めれば…… 

（内藤委員） 

 そうですね、もっとひどいような言い方

で…… 

（石阪委員長） 

 ひどいような言い方ね。 
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（内藤委員） 

 はい、逆が多いと思うんですけれども、

なよなよしてとか、女みたいだみたいな、

そういうようなことも含めて、大きく言う

と性的指向、性自認に関する言動というふ

うにも捉えられますので、大きくそういっ

たことを網かけられるような書き方のほう

が現場で混乱しないかなというふうに思い

ました。 

（石阪委員長） 

 これ、だからあくまで１割しかないとい

う見方というのは、あくまで性的マイノリ

ティーを対象にいじめがあったかないかで

見ると１割だけれども、そういった男女の、

例えば性自認であったりとか、性指向に関

わる、例えば表現とか、あるいはいじめ、

これまで含めるとなると、恐らく学校現場

はもっと多いんじゃないかということです

よね。ありがとうございます。 

 ほか何かご意見よろしいですか、これに

ついて。 

 それでは、５ページの下、柱立てのⅡの

ほうにいきますけれども、このワーク・ラ

イフ・バランスの問題、これは足立区がも

うかなり長年かけて進めてきた取組ですけ

れども、十分周知されているが1.9％ですか。

恐らく企業の皆さんはこの言葉を聞いて分

からないという方はいらっしゃらない、少

ないと思うんですけれども、一般の方はな

かなかこのワーク・ライフ・バランスとい

う言葉、浸透していないというのが現状で

す。逆に言えば、これだけ力を入れて取組

としてやってきたにもかかわらず、周知が

進んでいないというところ、これが一つ課

題となっていますので、これはせっかく足

立区の進めてきた取組ですけれども、どう

でしょう、皆さんの現場でなぜ皆さん知ら

ないのか。 

 小川さん、どうですか。ワーク・ライ

フ・バランスって当たり前のように皆さん

使いますけれども、一般の方って知らない

ですか。 

（小川委員） 

 そうですね。私どもはあくまでも企業の

代表者さんとお会いしてお話をしたりする

機会が多いので、普通に意識として認めて

いる方はたくさんいらっしゃいます。 

 でも振り返ってみますと、家庭の主婦だ

ったりとか若いお母さん方は、こういうよ

うなワードは意識は少ないんじゃないかな

と思っております。いろんな柱の…… 

（石阪委員長） 

 言葉も難しいですよね、ワーク・ライ

フ・バランスって。 

（小川委員） 

 そうですね…… 

（石阪委員長） 

 考えてみれば長いです。 

（小川委員） 

 ええ。言葉、前回もお話ししたように、

この言葉そのものが何かちょっと堅いとい

うか、全然この中身を探ってみれば、普通

の生活の在り方をただ意識して、それぞれ

の目的とかに向かって、誰がやるとかじゃ

なくて、達成をしていくという、そういう

ことだと思うんですよね。それをこのワー

ドで縛ると、ちゃんと形を取って、そこに

進めていかなきゃいけないのかななんてい

う、そんな感じを思わせるので、余計取っ

つきにくくなる。もっと自然体でいいのか

なと思いますよね。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 そうですね、恐らくワーク・ライフ・バ

ランスというと、労働時間の縮減というの

が一つですよね。日本人は働き過ぎ、それ
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を短くしようということと、それから例え

ば、家庭、家事、育児、これに関しての男

女の差をなくすということも含めて、家庭

の中でもう一度自分たちの役割や働き方を

見直していこうという、そういう取組だと

思うんですけれども、何となくかちっとし

てしまうと、一般の方々はこの表現が難し

いのかな、内容も含めて。 

 ちなみに、６ページの（２）のほうにい

くと、これ非常に足立区としてはいいデー

タだと思うんですが、図８を見ると、平等

だという方、そういう意識の方が平成30年

から令和３年にかけてかなり増えているん

ですよね。これまで横ばいだったというか、

むしろ若干平等というのは減っているよう

な状況でしたけれども、それがこの４ポイ

ントぐらい平等が増えて、男性に関してい

うと８ポイント、９ポイント増えている、

こういう状況ですから、この間の取組とい

うのがかなり進んできたとは言えるのかも

しれませんけれども、ただ一方で男女の差

というのは、その下のデータ、図９を見る

と、役割分担を見ると、満足度ですけれど

も、これはかなり男女で差がある。 

 つまり、経年的な取組を見るとかなり足

立区としてはやってきたけれども、男女差

というのはなかなか埋まっていない、こう

いう実態がやっぱり見えます。 

 このあたりも含めてやっぱりワーク・ラ

イフ・バランスというのを啓発していかな

いとなかなか難しいのかな。これいかがで

すか、皆さん。やっぱり実感としてワー

ク・ライフ・バランスの取組、特に平等感

というのはかなり進んできたと言えるのか

もしれません。意識調査を見る限りですが。 

 ところがやっぱり男女間、特に配偶者間

での役割分担、これが依然として差がある

という、満足度ですね。 

 これ内藤さん、どう見ますか。これは比

較的足立区としては。 

（内藤委員） 

 これは面白いデータですけれども、図９

もこういった経年で何か見られているんで

したっけ。これは令和３年度調査からでし

たっけ。 

（松本課長） 

 令和３年度からです。 

（石阪委員長） 

 それ以上はないんですね。 

（内藤委員） 

 差が縮んでいるみたいなところが見られ

たら…… 

（石阪委員長） 

 見られたらいいですね。 

（内藤委員） 

 はい、面白いなと思いましたが、いずれ

にしろないということなんで、現時点だけ

見ると相当程度差がある。ただし、年代で

見ると若い人のほうがかなり満足度の差が

小さいということが言える。 

（石阪委員長） 

 これ、60代、70代、差がすごいですね。

パートナーとの役割分担の満足度。そもそ

もパートナーについての満足度かもしれな

い。どうなんですか、これ。でも今おっし

ゃったように、30代以下とあまり差がない。

あまり差がないといっても10％以上あるん

ですけれど、それが年とともに差が開いて

いくという、こういう状況です。 

（内藤委員） 

 ただ、あれですよね、まだ働いている年

代、60代前、50代まで見たとしても、60代

も今は入れていいかもしれませんが、働い

ている世代でも、今ワーク・ライフ・バラ

ンスという観点で見ると、やはり明確に差

があるので、そこにやはり片方が、男性側
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のワークの比重が高いということが背景に

はあるんだろうな。ワークだけがこういっ

た役割分担の不均衡というのを生んでいる

ということではないですけど、意識の問題

とか、ワークが過剰じゃなくても意識の問

題として性別・役割分担がしみついていて、

時間のゆとりがあるけれども、家事などを

やらないという場合もありますけど、やは

りワークはかなり利いていると思いますの

で、やはり企業に対しても、個人に対して

も、このことの大切さって訴えていく重要

性は依然としてあると思います。ただ、こ

の10年やってこられて、今後どう展開して

いくのが効果的なのかという、そういう段

階ですか。 

（石阪委員長） 

 そうですね。企業はどちらかというと、

一般向けの啓発をどうするかというところ

になるのかな。 

 それから、これは面白いデータ、60代以

上で差がついているのは、一つは仕事が終

わってからこの男女の差というのは顕在化

している。簡単に言うと、60代、70代の男

性が仕事をしなくなったときに、家庭の役

割ばかりを女性がやって、男性が全くしな

いじゃないかというところで差がついてい

るのかもしれないですね。これは分からな

いけれども、50代までは共稼ぎであったり

とか、いずれにしても働くことと子育て、

家事をやることって、何だかんだパートナ

ー間で分担していたのかもしれませんけど、

特に70代になってくると、女性からすると

なぜ私ばかりがというようなところがひょ

っとするとあるのかもしれないですね、こ

れだけ開くというのは。半分、37.2と81.1

ですから。 

 逆に、この男性の満足度の高さもちょっ

と気になるところですけど、ものすごく高

いなという。いかがですか、水野さん、ど

う思いますか、このデータ。 

（水野委員） 

 今、60代、70代でも働いている方は多い

ので、働いている、働いていないというよ

りは、やっぱり男性と女性の役割分担とい

う意識が大きいのかなと思います。 

 私、結婚するときに夫の親戚が、夫に対

して台所には立つもんじゃないぞ、絶対に

立つなよと夫に対して言ったんですよ。十

何年前の話ですけど、70代、80代の世代の

方々はそういう感覚なのかなと思いました。 

 そういう世代の方に育てられると、やっ

ぱり私も満足度から見ると70代以上のこれ

ぐらいの差があるんじゃないかと思ってい

るんですけど、そういう育てられた環境と

かそういうのが大きいのかなとも思います。 

 七、八十代の方々って、やっぱり共働き

というよりかは専業主婦の方が多かった時

代なのかなと思うので…… 

（石阪委員長） 

 そうですね、多かったですね。 

（水野委員） 

 そのときはそのときで、それで本当によ

かったのかもしれないですけど、ちょっと

今の時代には合わないのかなと思います。 

（石阪委員長） 

 一つは、この60代、70代の啓発をどうす

るかというところですね。これだけ男女が

差が開くと、こういう中で、若い方はいろ

んな啓発も多分されていて、働きながら子

育て、家事をやるというところが浸透しつ

つあるのかなというデータでもあるんです

けど、反面、年齢が上がっていくとこれだ

け差がついてくる。これ、どうでしょう。 

（内藤委員） 

 この図９って、役割分担の不均衡そのも

のを表している図ではないです。 
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（石阪委員長） 

 満足度ですね、あくまで。 

（内藤委員） 

 はい。役割分担状況の満足度の差なので、

例えば現状、片方がすごく仕事が忙しい、

片方は余裕があるという状況で、この状況

を前提として役割分担を両者で決めて、そ

れを担っている。そして、これでいいんだ

というふうになると、満足度は…… 

（石阪委員長） 

 まあ両方とも高い。 

（内藤委員） 

 高いということになりますが、例えば70

代以上のこの差を見たときに、恐らくです

けど、男性はやっていないという感じなん

ですけど、でも男性としてはやっていない

現状をよしとしている。 

（石阪委員長） 

 男性としてはそうですね。81％ですから。 

（内藤委員） 

 ということがあって、すごくやっている

女性側はそれをよしとしていない。だから、

理想はこれぐらいやってほしいというのが

あっての、この違いなわけですよね。だか

ら１つ間に挟んでいるといいますか、直接

家事・育児時間の不均衡を表しているとい

うことじゃなくて、それに対して自分がど

う思っているか、これでいいと思っている

のか、いや全然駄目だ、自分はできていな

いと思っているのか、相手に対しても同じ

ですね。 

 そこを表しているので、ややちょっと複

雑といいますか、ワーク・ライフ・バラン

スのところで使おうとしている図だと思う

んですけども、やはり意識が入り込んでい

るので、それがヒントにもなるかなと思う。

つまり意識として、多分男性がやっていな

いということは別のデータで取れていると

思うんですけど、その間に男性はこれでい

いんだと思ってしまっているというところ

が挟まっている。 

 だから、男性にそうじゃないんだよと。

相手の人は満足全然していなくて不満なん

だということが分かるような、何か施策を

考える必要があるのかなって。 

（石阪委員長） 

 むしろだから啓発の方法も、単純に男女

で均等にやってくださいという意味ではな

くて、これだけ女性の方が不満を持ってい

るのだから、ある意味ではそれを解消する

ような支援をしていかないといけないとい

うことですね。 

（内藤委員） 

 そうですね。 

（石阪委員長） 

 単純に増やせばいいとか、減らせばいい

という問題ではない。 

（内藤委員） 

 はい。気づいていないのかもしれないで

すよね。満足しちゃって、片方は完全に満

足してないのに、こんなに長い時間を過ご

してきていると思うんですけど。だから、

まず気づくと、それが多分、お互いに認識

し合ってないんでしょうかね。 

（石阪委員長） 

 むしろコミュニケーションとか意思疎通

のところで一つ課題があるんじゃないかと。 

（内藤委員） 

 そうですね。だから多分、さっき小川さ

んもおっしゃいましたけど、一般のところ

ではあまりそういう話にはならない、企業

ではなるかもしれないけれどもという。や

はりあまり話し合ってないというのが表れ

ているのかなという、そういうことが分か

る図でもあるかなと思いました。 

（石阪委員長） 
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 はい、どうぞ。 

（佐藤委員） 

 今のお話を聞いていて思ったんですけれ

ども、この差が恐らく男の人と女の人の満

足度の違いで、例えば家事の棚卸しをした

ときに、男の人と女の人って、多分やるべ

きことが違うと思うんですね。例えば、私

の家内が今年の７月に入院して、１か月間

ぐらい帰ってこなかったんですけど、その

ときに私がやった家事というのは、例えば

洗濯週１回、掃除を週１回とかというふう

に決めてやっていたんですけれども、家内

がやる家事って週３回が当たり前で、その

辺に差がきっとこの表に出ているのかなと

ちょっと思ったんですけど。 

 男の人が考える家事と女の人が考える家

事というのをもうちょっと棚卸しし合って、

突き合わせすることによって家庭家庭でき

っとその溝が埋まってくるのかなと思いま

した。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 恐らく今のお話は、60代、70代はもう固

定的役割分担というのはあって、話すまで

もなくこれは当たり前だと思ってずっとや

ってきた。ところが、若い方というのはあ

る意味では棚卸しを一回して、じゃどっち

がどの分担しようみたいなコミュニケーシ

ョンをしっかり取って、お互いのそういっ

たコミュニケーションが取れたところで満

足度が上がっていくわけですから、恐らく

それが全然できていない。だから内藤さん

のお話と一緒ですよね、年配の方は。 

（佐藤委員） 

 全く一緒です。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ですので、例えばこれ、啓発をしていく

となったときに、このあたりの工夫ですよ

ね。単純に家事を平等にやりましょうと言

うだけでは、多分上の方は、70代以上の方

というのはなかなか難しいので、夫婦間で

よくお話をして、コミュニケーションを取

って、お互いに何が必要なのか、何をやる

べきか、もう一回コミュニケーションを取

ってみましょうというような啓発でないと

なかなか難しいのかな。恐らくそういうデ

ータなんでしょうね。 

（片野副委員長） 

 よろしいでしょうか。 

（石阪委員長） 

 はい。 

（片野副委員長） 

 まず、ワーク・ライフ・バランスという

言葉がぴんとこないというのがあると思う

んですね。 

（石阪委員長） 

 そうですね。 

（片野副委員長） 

 ワークとライフ、何？いう感じだと思う

んですね。私、40代の親御さんとよく話す

ことありますけれども、まず男女共同参画

も同じですけど、言葉とイメージが合って

いない。だから、ワーク・ライフ・バラン

スはどういうことを具体的に言っているの

かということをまず分からないと難しいと

思います。 

 あともう一つは、取組としては、どこか

の講習会で日本の育児・家事の男女比は日

本はかなりの差があると聞いたことがあり、

今、調べてみたらＯＥＣＤが行なった2020

年の調査でも、他の国は概ね２倍ぐらいな

んですけど、日本は５倍の差があるという

結果です。 

 ただその一つの原因として、やはり働い

ている時間が長いというと、１日当たりの
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有償労働時間が日本の男性で452分、７時間

32分、ＯＥＣＤの平均値であるのが５時間

17分。恐らくこの70代、80代の方たちとい

うのは有償ではない部分でも会社のことを

やっていた、例えばアフターの飲み会とか、

そういう形で家にはなかなかいない。もう

頭の中に家のことは女の人がやる。私もそ

ういう家庭で実際育ちましたけど、うちの

ことはお母さんの担当、と父親がよく言っ

ていましたので、そういう子ども世代を生

きていた人たちがどういうふうに啓発して

いくかといったら、やはり将来困るという

こと。働き過ぎていて、何の関わりもなけ

れば、将来こういうこと、孤立死の問題じ

ゃないですけれども、そういうことと結び

つけていけばちょっとぴんとくるのではな

いかと思います。 

 ワーク・ライフ・バランス、この年代の

方に言っても全く分からない、何の話をし

ているか分からないという感想を聞いたこ

とがあるので、少しその辺の仕掛けが少し

必要かなと思います。 

（石阪委員長） 

 そうですね。ワーク・ライフ・バランス

は恐らく世代によっても捉え方は違います

し、これは日本が輸入してきた言葉ですか

ら、なかなか一般の方には広がらない。そ

れぞれの世代に合わせた、表現もそうです

し、内容もしていかないと、この数値1.9％

を上げることは難しい、こういうご意見で

もありますので、この辺は今後工夫が求め

られますね。 

 ワーク・ライフ・バランス推進というだ

けではなくて、これは企業向けにはもちろ

んいいんですけれども、一般の方々向けに、

特にこういったデータを見ると、夫婦間の

コミュニケーションであったりとか、ある

いは性別役割分業の家庭での見直しという

ところにまで踏み込むとなると、もう少し

工夫が必要ということになります。 

（内藤委員） 

 今の孤独という観点と似たような路線な

んですけど、平等という観点からちょっと

離れるデータですが、こういった満足度の

不均衡が続くと、離別ということもあり得

ますよね。 

（石阪委員長） 

 そうですね、はい。 

（内藤委員） 

 そうすると、離別した場合にこうやって

家事能力がない男性がどうなるかというと、

離別男性というのは平均寿命を大きく下回

っている。これもデータで国が出している

わけですよね。単身男性も低いですけれど

も、離別男性も大層低い。要するに、自分

で家事をやってこなかったという、自活で

きていないということが影響を与えるとい

うことも、併せて男性個人の健康面にも大

きく影響を与えることである。ちょっと男

女共同参画の流れで言うべきことなのか分

かりませんけれども、それぐらいの不均衡

になってしまっているということかなと思

います。 

（石阪委員長） 

 ある意味では男性の寿命を下げたりとか、

あるいは孤立・孤独を増長させるような、

そういうことにもこれがつながってくると

いうことですね。たしかこの会議でもかな

り大きな議論になりましたので、男性の孤

独問題ですね、孤立問題。 

 ほかよろしいですか、これについて。 

 それでは、柱立てのⅢのほうにいきます

が、これはＤＶ・虐待の予防と支援、これ

もデータがあって、相談しようと思わなか

った、これが一番多いというデータです。

７ページです。あるいは相談できなかった。
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その理由としては、無駄だと思ったとか、

自分が我慢すれば何とかなると思った。結

局、こういった方々をやっぱり減らして、

相談につなげるというところが足立区の今

後の課題ということになります。 

 これもなかなか個別の事情があるので、

難しいかもしれませんが、データとして見

ると、そもそも相談しようと思わなかった。

これ、徳永さん、そういうものなんですか。 

（徳永委員） 

 全くそういうものだと思います。 

（石阪委員長） 

 もう駄目だと、どうせ無駄だろうという。 

（徳永委員） 

 そうですね、私が我慢すれば。 

（石阪委員長） 

 そういうケースが多い…… 

（徳永委員） 

 はい、というケースがよく聞く言葉です

ね、そういう。 

（石阪委員長） 

 じゃ、逆に相談に来る人というのは、も

う本当に究極の状態、切羽詰まった状態、

そうでないとなかなか来ない、気軽に相談

というわけにはもちろんいかないという、

そういうことなんでしょうか。 

（徳永委員） 

 そうですね。でも、きっかけは結構様々

なんですよね。 

（石阪委員長） 

 どこかで本当にチラシを見たとか、そう

いうものから…… 

（徳永委員） 

 というのもあるし、本当に何か別に何の

きっかけがあったわけでもないけど、ふと

もう我慢できなくなってくるという方もい

らっしゃって、とにかく相談しようという

気になれば、あとは結構何とかできること

が多いかなというふうには思うんですけれ

ども、やっぱり一番はそもそも自分がＤＶ

被害者じゃないと思っている人が多分たく

さんいると思いますし、ここにも、自分に

も悪いところがあると思ったという回答も

10％…… 

（石阪委員長） 

 ありますね。 

（徳永委員） 

 そういうケースが多いのかなというふう

に思いますね。 

（石阪委員長） 

 これをむしろ相談につなげるために何が

必要か。一部いろんなところにカードとか

チラシとかを配っていますね。それから、

例えばほかどうでしょう、足立区の取組と

しては。この相談につなげるための取組。 

（松本課長） 

 女性相談の相談につなげるために、新し

く始めているのは、生理用品を配るときに、

一緒に女性相談のチラシを同封してみたり、

今は区内の各施設に生理用品を置いている

んですけれども、そこに女性相談のお知ら

せも置いてみたりというようなことをして

います。 

（石阪委員長） 

 あとは、チラシとかカードではなくて、

場合によってはＳＮＳですね。スマホとか、

そういうところに自動的に出てくるように

なると、特に子育て世代、若い方は触れる

機会が増えるかなという気がしますよね。

ですので、啓発の方法、これも一つ課題に

なってくると思います。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 いいですか、先。ＤＶではないんですけ

ど、職場のハラスメントも相談しても無駄

だと思ったの割合が物すごく高いんですね。
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たしか７割ぐらいだったと思います、複数

回答で。 

 これ自体はどのように相談につなげてい

くかというよりも、相談窓口の実効性が疑

われているので。でも、実効的であると思

うんですね。だから、実効的にするという

ことは、多分自治体として努力されている

と思うんです。でも、それが利用するよう

な人に事前に知られていない。 

 ということなので、私は企業の人なんか

に、そのハラスメントの窓口の話をすると

きには、やっぱりあらかじめフローがこう

なっていて、こういう成功例がありますと

いうのをちゃんと公正に秘密を守って扱っ

ていますというのが分かるようにお伝えす

ることが大事ですと。そうすればどこかに

残っていて、あるいは何かというときに、

ちょっと見たときに、ああこれだったら使

えるかも、何かあるかも、できるかもとい

うふうに思って。 

（石阪委員長） 

 だから、そのプロセス全体を見せるとい

うことですよね。解決までのプロセス。 

（内藤委員） 

 まずフローチャートですね。なかなかい

ろんな方法があるので、一つには見せられ

るわけではないかなと思うんですが、典型

的なフローと、それとこういったことを相

談されて、こういうふうにうまくいきまし

たみたいなのとか、あと相談窓口の人の専

門性といいますか、そういうのも信頼でき

る一つの判断材料になりますので、できる

限り事前に相談すれば何か動くかもと思っ

てくださる情報を、私が見ていないだけで、

出してくださっているかもしれませんが、

そういうのはヒントになるかなと思います。 

（石阪委員長） 

 はい、どうぞ。 

（徳永委員） 

 私はＤＶの話に戻るんですけど、今、啓

発というお話があって、ちょっと啓発のポ

イントとして私が感じていることなんです

けど、やっぱりこれもＤＶなんですよと。

ＤＶの対応というところをもうちょっと知

ってもらったほうがいいなというふうに思

っています。 

（石阪委員長） 

 具体的に言うと、どういうことですか。 

（徳永委員） 

 ＤＶって、ＤＶのＶってｖｉｏｌｅｎｃ

ｅじゃないですか。だから、典型的には暴

力で、これがＤＶだということは分かりや

すいと思うんですよ。ただ、そんなに、じ

ゃ日常から殴ったり蹴ったりしますという

ＤＶじゃ、分かりやすいＤＶって別にそこ

まで多くはないんですよ。やっぱり一晩中

説教していますとか、そういうんで、手を

出すにしてもそんなに分かりやすい、殴る

とかじゃなくて、何かちょっとはたくとか、

足をつねるとか、何かいろいろあって、そ

ういうのを含めてＤＶなんですね。肉体的

にもそうだし、精神的なものもあるし、子

どもを本人の目の前で虐待することだって

面前ＤＶと言われるし、いろんなＤＶがあ

るんです。 

 私がＤＶ被害者なんだと気づいてもらう

ためには、やっぱりこういうのがＤＶなん

ですよということを知らせることが重要な

ので、単にＤＶの相談機関がここにありま

すよというだけじゃなくて、ああ私もＤＶ

被害者なんだという自覚を持たせられるよ

うな啓発の方法がもっと進むといいのかな

というふうに思っています。 

（石阪委員長） 

 なるほどね。これは足立区としても何か、

これもＤＶですみたいなものはやっている
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んでしょうか。どうでしょう。 

（依田部長） 

 地域のちから推進部長、依田でございま

す。 

 今、徳永委員のご発言のとおりだと思っ

ています。 

 実は先日、とある施設に子どもが逃げ込

んできて、夕方、家に帰ったら、お母さん

に、おまえなんか家に帰ってくるなと言っ

ただろうと、公園で寝泊まりしろと言った

じゃないかと言われたという話があって、

昭和の時代はよかったと思うんですけれど

も、今はもうそれ虐待ですよということで、

警察に通報させました。それが虐待に当た

ると分かっている人のほうが少ないんです

よね。ですから、徳永委員がおっしゃるよ

うに、これは虐待に当たるんですよという

のが分かってないんで、私が悪いんですに

なっちゃうんですよ。だから、これは虐待

ですよ、これはＤＶですよという事例をた

くさん出していかないと、徳永委員のおっ

しゃるとおり、通報先が分かっていても、

私はこれＤＶ被害者だと分からないんです、

とは思っています。 

 なので、どこからどこまでできるか分か

りませんけど、やっぱり事例を出しながら、

あざができてないとＤＶじゃないんだとか、

いや、お金もらえないのもＤＶですよとか、

金銭ＤＶという単語はちゃんとありますの

で、そういうＤＶの事例を一般の方にお知

らせしていくような取組がないと、多分、

声を上げられない人たちが、声を上げられ

ないまま過ぎていっちゃうのかなと思って

いますので、何かちょっと工夫はしていき

たいと思います。 

 貴重なご意見、ありがとうございました。 

（石阪委員長） 

 あともう一つは、今、パートナー間のＤ

Ｖの話がかなり多いですけれど、私、今後

は多分、親子間というのも結構増えてくる。

つまり親子間というのは大人の親ですね。

高齢者と、それから中高年が同居している

というケースもあると思うんですが、その

いわゆるＤＶ。これ、結構実際、死亡例に

なったりもする、場合によっては殺人とい

うこともあり得るので、こういったことは

今後多分大きな問題になってくるんだろう

な。これについてもし何かあれば。 

（依田部長） 

 引き続き、依田でございます。 

 もう10年ぐらい前から、80歳の親がいて、

40歳の子どもがいて、そこの間で殴る蹴る

があるとか、どちらかに精神疾患があるケ

ースが多いんですけど、やはり区としても

そこについては非常に注視をしています。 

（石阪委員長） 

 そうなんですね。 

（依田部長） 

 検討会を立ち上げたりとか、いろいろし

てはいるんですけど、なかなか、実は65歳

超えると介護保険制度が使えて、なんです

けれども。だから、80歳の親御さんは我々

は関与できるんですけれども、40歳代のお

子さんには手を出すルールがなかなかなく

て、そういったところの検討もしていかな

きゃいけないということでは、もうかなり

前から着手はしています。 

（石阪委員長） 

 そうですね、ありがとうございます。夫

婦間だとシェルターがあったりとか、離す

ということが物理的に可能なのかもしれな

い。親子だと、しかも今言ったように、40

代ぐらいだとなかなか行政が手を差し伸べ

るというのは難しい世代ということもあっ

て、これは表にはなかなか出てこない、潜

在化してしまうケースが結構あるんじゃな
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いかなと思いますので、そういうことも含

めて…… 

（依田部長） 

 特に、親御さんが私がいないと駄目なの

というケースが多いこともあると思います。 

（石阪委員長） 

 そうなっちゃうんですね。こういったこ

ともちょっと、このＤＶの問題としては。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 今の徳永さん、依田さんの意見なんです

けど、いろんなタイプの対応があるという

の、まさにそうなんですけど、多分、根底

にバイオレンスといったときに、やっぱり

身体的暴力というイメージがすごく一般的

なんだなというところです、これはどこで

も。 

 ハラスメントといっても、やっぱり身体

的な攻撃というのが中心と考えているとこ

ろがあって、やはり精神的なものとか心理

的なものも、この、特に今、ＤＶの話に戻

っていきますけど、ＤＶにちゃんと含まれ

るんだというところがまず理解していただ

く必要があるところなのかな。その上で対

応が様々ある。 

 自分が受けたこれもそういった駄目な行

為に含まれるんだという認識を持ってもら

うということが大事です。多分、その間に

精神的、身体的なものも含まれるというこ

とが、多分親子間でもそうですよね。 

（石阪委員長） 

 そうですね。 

（内藤委員） 

 はい。というのが分かっていただくポイ

ントかなというふうに思います。 

 あと、高齢者については、高齢者虐待防

止法という法律もありますよね。これを受

けての対応というのもあるわけなんですか。 

（松本課長） 

 基づく法律に関して言うと、家庭内暴力

いわゆる「ＤＶ法」では、高齢者虐待はま

た別という形になります。そのため配偶者

暴力相談支援センターの支援の範疇から原

則は外れてしまいます。 

 また、身体的ＤＶ以外のＤＶについては、

毎年世論調査で周知につながるという意味

も兼ねて、身体的暴力以外もＤＶであるこ

とを知っているかという質問を項目に入れ

ております。 

（石阪委員長） 

 はい、どうぞ。 

（片野副委員長） 

 先ほどのＤＶの周知なんですが、足立区

女性団体連合会では、Ｌ・フェスタのとき

に必ずパープルリボンアクションという形

で、こういうものはＤＶですということを

貼り出しているんですね。実際、私がお目

にかかった方も、全部お金を夫さんが管理

されていて、もう自分の病院に行くのも気

を遣って行かなきゃいけない経済的DVで、

それってＤＶですよという話をしたら、え

えっ、そうなんですかと、非常に驚かれた

んですね。結局、半年たって離婚されるこ

とになりました 

 だから、自分でＤＶだと気がつくという

ことが、まず最初の扉かなというのはすご

く思うんです。セーフティーネットを周知

するものが必要だと思っています。もちろ

ん貼ってあっても読まない人もいるし、書

いてあっても読まない人がいるので、やっ

ぱり少なくとも知識がある、皆さん知識持

っていただいて、身近な方に相談されたら、

こういうことなのよねというふうに、もう

困っちゃうんだと言われたときに、えっ、

それってそうじゃないというふうに言える

ようにしておくことも一つかと思います。 
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 やはり、皆が、女性とは限りませんけど、

様々な形でDVについての知識や意識を高め

ていくような取組をやることが必要ではな

いかなと思います。 

（石阪委員長） 

 そうですね。いわゆる相談機関とか相談

の場所だけを周知させるだけではなくて、

そもそもＤＶかどうかというところも含め

て、先ほど内藤さん言われたように、プロ

セスをきちっと最後まで示してあげるとい

うことが大事なのかな。 

 ただ、やっぱりきっかけは相談なんで…

… 

（片野副委員長） 

 そうですね。 

（石阪委員長） 

 まずはそこに来ないと何もできないとい

うことがあるので。 

（片野副委員長） 

 その手前ですよね。 

（石阪委員長） 

 そう。だから、その手前ですね。 

（片野副委員長） 

 世間話から、えっという形で広がってい

く。 

（石阪委員長） 

 だから、本当はＤＶになる、なるという

のも変ですけれども、その前からある程度

周知、皆さんが知っておくということが大

事なのかもしれない。 

（内藤委員） 

 そういう観点からすると、今の、そうす

るとＤＶ相談という名前だと来ないという

ことになっちゃいますよね。 

（石阪委員長） 

 そうなんですよね。 

（内藤委員） 

 今、足立区ではそういう名前ではなかっ

たです。 

（松本課長） 

 女性相談。 

（石阪委員長） 

 女性相談。 

（内藤委員） 

 ＤＶはここで相談するということになっ

ているわけですね。じゃ、幅広に聞けるよ

うな形にはなっている。 

（石阪委員長） 

 そういう意味です。 

 はい。 

（徳永委員） 

 ちょっと、あまり、聞き逃したのかもし

れないですけど、３ページに男性ＤＶ相談

ってあるじゃないですか。10件ずつぐらい、

ここ３年コンスタントに来ているのって興

味深いんですけれども。これは何で知って、

どういう相談だったのかというのはちょっ

と興味深いです。 

（石阪委員長） 

 この10件がね。 

（徳永委員） 

 はい。 

（石阪委員長） 

 これは、プロセスはどういう形で。 

（松本課長） 

 何で知ったかは、直接お聞きすることが

ないので分かりませんが、10件の利用中、

リピーターの方が何人かいらっしゃいます。 

（石阪委員長） 

 これは件数ですから、人数じゃないです

ね。 

（松本課長） 

 はい。 

（石阪委員長） 

 そうか、そうか。 

（徳永委員） 
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 ある種、これがＤＶだと知らないのは、

する側もそうなのかなというところもある

ので、そういう意味でも啓発が必要なのか

なと思って、何かこういう件数ちょっと面

白いなと思って。 

（内藤委員） 

 男性は男性ＤＶ電話相談って書いてあり

ます。 

（松本課長） 

 はい。男性相談の名称には「ＤＶ」とつ

けておりますので、相談としては自分がＤ

Ｖをしたかもしれないというものや、自分

がＤＶを受けているという両方の訴えがあ

ります。 

（内藤委員） 

 さっきの片野さんの話だと、やはり自覚

がないというのは、行為者のほうが多分自

覚がないパターンが多いかなと思うので、

男性のほうはＤＶ電話相談というと、より

敷居が高くなるというか、狭めてしまって

いるかな。男性として被害者になる人も、

加害者になる人も、ＤＶと、やや女性より

無縁のところにいるから、もっと幅広に拾

えるようなネーミングのほうがいいのかな

と、ちょっと今の話の中で思いました。 

（徳永委員） 

 同感。 

（松本課長） 

 来年度に向けて「ＤＶ」を取って「男性

相談」という名称にするか検討中です。 

（依田部長） 

 来年度予算に関することなので、まだ検

討中ということですけれども、「ＤＶ」を

取って男性相談にすべきだろうということ

で検討はしています。全国的にも男性相談

ってやっている自治体ありますので、ちょ

っといろいろ検討してみます。 

（石阪委員長） 

 はい、どうぞ。 

（佐藤委員） 

 これ、１枚ペラのカードなんですけど、

私の知り合いの人は、女性のトイレの中に

あったといって渡してくれたんですけれど

も、ここに「誰にも話せないことを話せる

場所がある」と書いてあって、裏を見ると

相談窓口が20個ぐらい書いてあるんですけ

ど、こういうアプローチの仕方って、逆に

迷わせてしまうだけで、例えば「死んでし

まいたいと思うほどつらいときはこちら」

とか、「何となく心や体が不調なときはこ

ちら」っていろいろ書いてあるんですけど、

普通に見れば親切なカードだなと思うんで

すけど、やっぱり本人、悩みを持って該当

している人から見ると、結局どこに電話し

ていいか分からないんじゃないかと若干思

っていて。 

 さっき内藤さん言われたみたいに、入り

口を分かりやすくする、ハードルを低くす

るという意味では、消費者庁かな、の「１

８８」という番号が代表番号で、そこにか

けると消費者の不満や事故なんかを取り扱

ってくれるんですけど、そういうような、

似たような統一番号があって、ハードルが

低くなっていればもう少しメールとか問合

せ、すみません、電話が増えるんじゃない

かなと思いました。 

 以上です。 

（佐藤委員） 

 恐らくカードは一つの手段としてあるん

で、ほかにも多分いろいろあると思うんで

すけれど、これは多分、連絡先、一番小さ

いやつですね。 

（松本課長） 

 今お持ちのカードが、自殺対策用に作ら

れたカードです。 

（石阪委員長） 
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 そういうことなんですね。 

（松本課長） 

 女性トイレの個室に置いてあるものです。 

（石阪委員長） 

 はい、分かりました。 

 では、時間のほうもありますので、先に

進んでいきたいと思います。 

 柱立てのⅣ、Ⅴについては、また後ほど

こちらの８次の計画の体系図の説明のとこ

ろで、もし何かあれば補足いただければと

思います。 

 

３ 第８次行動計画の成果指標案について 

（石阪委員長） 

 それでは、計画体系図、こちらに入って

いきたいと思います。これが８次のいわゆ

る俗に言う計画体系図ですが、骨格になる

ところになります。では、表記も含めて説

明のほうをお願いできますでしょうか。 

（松本課長） 

 では、お手元の資料３番となります。Ａ

３の横の資料です。 

 今までの体系図よりも細かい内容を入れ

てみたものです。 

 成果指標のうち、長期的なものについて

は、柱立てに関連する長期的な数値変化の

把握をしていきたいということもあり、長

期指標をまず最初に記載しております。こ

こについては数値を上げるべきか、逓減目

標なのか、上下の矢印をつけております。 

 右に進みまして、各柱立ての横に各施策

があり、施策に関する主な取組というのを

ピックアップしました。 

次に、施策・取組に関連する成果指標と

して、毎年数字が取れるような、短期的な

成果指標を表示しておりますが、委員の皆

様から、ほかにもこういう数値取れるとい

い等があればご意見をいただきたいと思っ

ております。 

こちらは全て成果指標ということで、割

合が主なものになっておりますけれども、

皆様からご意見いただければと思います。 

（石阪委員長） 

 まずは、理念が一番左にあります。ここ

は皆さんともう既に共有してあります。長

期的な成果指標と、これ右側にあって、矢

印についてはこれは増加する目標なのか、

低減目標なのかというところで矢印がつい

ている。 

 指標、これは１から15まであります。こ

れは成果指標ですから、基本的にはいわゆ

る割合です。何％ですかみたいなものがこ

こに来る。 

 その右側に今度は柱立てが来ます。これ

は先ほどから説明している５つの柱立て。 

 さらに矢印があって、これは施策の細か

なところで、これは施策９までは数字が書

いてありますけれども、その下、数字がな

いのは。 

（松本課長） 

 失礼しました。これも施策15番までござ

います。 

（石阪委員長） 

 ９、10、11、12と続いていて、15まで。

主な取組、これは具体的などんな事業が、

どんな支援がというところが書いてありま

す。そして、一番右側のほうに各施策の主

な短期的な成果指標、ここでまた成果指標

が出てくるんですね。これは一番左側にあ

る成果指標とはまた別の成果指標が出ると

いうことですか。 

（松本課長） 

 はい。成果指標の中にも、毎年数値が取

れるものと、あとは何年かおきに長期的な

スパンで見ていくような指標、すぐに成果

が出ないようなものもありますので、分け
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て表示をしております。 

（石阪委員長） 

 長期的なものが左のほう。短期的な、こ

れは短期的というのはほぼ単年度というか、

毎年ということですね、そういったものが

一番右側にあります。単純に、一番左と一

番右に指標があって、その真ん中に施策が

並ぶという、こういうスタイルに今度は変

わったということでよろしいですか。 

 ですので、体系図であって、かなりこれ

は指標を意識したつくりになっていますね。

ほかの自治体のも私、見る機会あるんです

けど、かなりこれでもかと言わんばかりに

指標がこの体系図に。これはやっぱり今後

の流れとしてはきちっと数字を見て、それ

に沿った形で進んでいるかどうかをチェッ

クする、そういう意味なんでしょうか。 

（松本課長） 

 そうですね、やはり計画の進行管理を客

観的にやっていくというところでは、活動

指標だけでは難しい部分がありますので、

施策ごとの評価ができるようにということ

で、こういった形にしております。 

（石阪委員長） 

 じゃ、今回は活動指標は一切なし、ゼロ

ということですか。 

（松本課長） 

 活動指標については、今後計画策定が進

む中で、毎年の事業の実施状況を活動指標

で見ていくために設定することになると思

いますが、まずは重要視しているのが成果

指標ということで今回作成お見せしており

ます。 

（石阪委員長） 

 これ、細かく見ていくと結構難しいんで

すけれども、成果指標ですね、数字。 

（松本課長） 

 はい。成果指標の数字ですね。活動指標

は各講座を何回やったですとか、何人来た

というようなものが多く、やはり施策の評

価にはつながらないという状況があります

ので、より具体的な評価がしやすい成果指

標を設定していくようにしています。 

（石阪委員長） 

 これ、足立区全体の流れでもありますね、

どちらかというと成果指標重視ということ

で。 

 ということになります。ですので、具体

的に使う成果指標って一番右ですね。かね

てから出ているＬＧＢＴの例えば認知度で

あったりとか、あるいは委員の男女比です

ね、これでいうと40から60％、審議会・委

員会の割合、こういったもの。これもこの

場で議論したことがございます。 

 さらには、その下のほうずっといくと、

例えば町会長に占める女性の割合とか、Ｐ

ＴＡ、こういったところも、これも活動指

標ではなくて成果指標ということになりま

す。 

 ちなみに、これって相当低いんですか。

町会長、ＰＴＡというのはどうなんでしょ

う、足立区は。 

（依田部長） 

 ほぼほぼ女性の方のほうが、圧倒的に少

ないという言い方ですか。 

（石阪委員長） 

 そういうことですね。 

（依田部長） 

 400以上町会・自治会があって、団地の自

治会ですとかマンションの自治会の方々は

女性の方いらっしゃいますけれども、それ

でも50はいないと思いますね。 

（石阪委員長） 

 400分の50。 

（依田部長） 

 ええ、はいないと思います。 
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（石阪委員長） 

 でも、50いるんですね、50弱。 

（依田部長） 

 いや、もいないと思います。 

（石阪委員長） 

 ああ、もいない。 

（依田部長） 

 もっとぐっと、顔が思い浮かぶ方もそれ

ほどいないので。 

（石阪委員長） 

 逆に、ＰＴＡはもっと多いんじゃないで

すか。最近は女性のＰＴＡ会長、かなり増

えてきていると聞いていますけど。 

（松本課長） 

 今、調査中ではありますが、女性の会長

となるとやはり少ないとのことです。 

（石阪委員長） 

 少ない。これ、田中さん、そうですか、

会長。 

（田中委員） 

 でも、私、今年で４年目なんですけれど

も、１年目のときに比べると35校ですか、

36校ですか、今、足立区って。ちょっと私

がきちんと分かってないんですけど、かな

り、かなりといってももちろん男性のほう

が全然多いんですけれども、１年目に比べ

ると多くはなっているなというのを感じま

す。 

（石阪委員長） 

 ただやっぱり数としては50％は当然いっ

てないぐらい。 

（田中委員） 

 全然。 

（石阪委員長） 

 全然いってない。もし何か、これ成果指

標でこういうものがあったらいいんじゃな

いかとかいうことがあれば、今日でなくて

も構いませんので、幾つかまた皆さんから

ご意見いただければと思います。 

 あと、分からないということでも構わな

いです。どうぞ。 

（内藤委員） 

 柱立てのⅡが女性の参画拡大と活躍推進

ですよね。一番右の各施策の主な短期的な

成果指標のところにも、区係長・課長補佐

に占める女性の割合などがあって、区役所

内の女性の活躍推進という項目がある。で

も、一応この長期的な成果指標で見ると、

指標14、15、特に14、区管理職に占める女

性の割合、ここに入っていて、これはむし

ろやるんであれば２なのかな。これは連動

しているわけですね、一応矢印があるので。 

 これは何かこの指標14とか15あたりは、

柱立てのⅤに接続しているように見えるん

ですけど、Ⅴってそういう中身なのかな。

むしろ14、15あたりはⅡになじむような長

期的な成果指標なのかなという感じもして

いて、じゃⅤにどういうのが入るかという

と、こっちの短期的な成果指標のほうにあ

るような、ここまでの各施策をまとめて…

… 

（石阪委員長） 

 進捗管理みたいな。 

（内藤委員） 

 そうですね。ここでいうと推進体制13の

ところに近いと思いますけど、このような

ところを入れていくところで、それを長期

的な成果指標としてどれを取り出すかとい

うところなのかなと思うんですが、どうい

う意図だったでしょうか。 

（石阪委員長） 

 はい、いかがでしょう。 

（松本課長） 

 ありがとうございます。 

 この指標の14、15、長期的なところは、

当初は柱Ⅱに紐づけていました。庁内の推
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進体制の強化という部分で、区の管理職の

割合を増やすというのも一つあるかなとい

うことで、こちらに入れてみました。ただ、

やはり柱のⅡがしっくりくるというご意見

であれば、また見直しをしたいと思います。 

（石阪委員長） 

 短期的なほうがどちらかというとこっち

に入ってきてしまっているので、結局その

整合ですよね。右と左の。 

（内藤委員） 

 はい、一つはそうです。あともう一つは、

やはり前回申し上げたⅤの、柱立てⅤって

すごい重要だと思っていて、いい内容をつ

くっていただいて、これから動かす体制と

いうのをしっかり人員確保も含めてやって

いただきたいので、１つだけじゃ、13だけ

じゃ少ないのかな。ですから、これに沿う

ような何かもう一つ長期的な成果指標とい

うのを持ってくるほうが、うまく動かせる

のかなという気もしています。 

 確かに、区職員の管理職登用とか、女性

の管理職登用とか、育児休業所得が上がれ

ばもちろん意識も上がるという面はあると

思うので、ⅡとⅤと両面あるかなとは思う

んですが、先生おっしゃるとおり、ここに

短期的な成果指標は入ってしまっているの

で、こういう感じになるというとちょっと

気になっています。 

（石阪委員長） 

 ほかにもこれってありますか。右と左で

指標が上へ行ったり下へ行ったり。例えば

これでいうとさっき左のほうには区管理職

に占める女性の割合、成果指標14あります

けれども、右のほうにいくとその管理職の

問題というのはどちらかというと施策のⅣ

にあるわけですよね。ほかは特にない、大

体横に見ればつながる。 

（松本課長） 

 横に見ていくものが多いですね。区管理

職に占める女性の割合というのが、なかな

か短期的に数字が上下しないというところ

まで長期戦で見たいなというような思いも

ございました。ただ、柱のⅡとして長期で

見ていくというのももちろんできます。短

期的な成果指標の13、14の部分を長期的な

指標に持ってくるということでよろしいで

しょうか。 

 もし、この柱Ⅴの短期的な指標について、

いい案があればアドバイスをいただけたら

と思います。 

（石阪委員長） 

 そこはなかなかないですからね。 

（松本課長） 

 そうなんです。 

（石阪委員長） 

 なるほど。難しいですね。なかなかすぐ

には出てこないと思いますので、またこれ

も我々の宿題とさせていただいて、もし次

回コメントいただけるとしたら、コメント

いただく。特にこの５番、一番下、この推

進体制の整備・強化についての短期的な成

果指標、このあたりかなり事務局のほうも

苦心しているところがありますので、もし

皆さんの中で、ああこういう指標がいいん

じゃないかとかいうことがありましたら、

またご発言いただければと思います。 

（片野副委員長） 

 ほかの部分でもいいですか。 

（石阪委員長） 

 はい、どうぞ。 

（片野副委員長） 

 先ほどのお話に出てこなかったのですが、

柱立てのⅣ、生活上の困難を抱える女性等

への支援というところなんですが、指標と

か取組を見ると、どちらかといえばひとり

親にちょっと寄っているかなという感じが
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して、普通のそうでない方というと…… 

（石阪委員長） 

 先ほどありましたものね。 

（片野副委員長） 

 はい。先ほどちょっと5080の問題ありま

したけれども、8050問題がありましたけれ

ども、これ今、ひきこもりの問題が結構大

きくなってきて、女性のひきこもりが結構

いるというふうに言われているんですね。

それをやはり見える化していただいて、ひ

きこもりと言われている方たちがこのぐら

いいて、その中の女性・男性比とか、あと

年齢ごとの比を出していただくと、何か課

題が見えてくるのかなというふうに私自身

は思っているんですけれども、どうでしょ

うか。 

（松本課長） 

 今、区内のひきこもりの人数というのは

何年か前に調査はしているんですけれども、

なかなか全数把握というのは難しいです。

ただ、就労準備支援事業といって、ひきこ

もりの方が社会、自立に向けた、自立支援

の事業というのがあり、これを施策の12番

の主な取組に当初入れておりました。数が

多くなるので省いたところでございますの

で、改めて主な取組として入れて、指標も

何か取れるものがあるのかどうか、確認し

たいと思います。 

（片野副委員長） 

 男女共同参画の視点におけるというとこ

ろに、居場所を兼ねた学習支援というのは、

これはどういった意味で入っているんでし

ょうか。 

（松本課長） 

 居場所を兼ねた学習支援は、ひとり親世

帯のお子さんたちも通っておりますし、両

親が揃っていても困難家庭だったり等、進

路を決めていく中で様々な状況に置かれて

いる子どもたちということで、複合的な困

難を抱える場合があるのではないかと考え

て入れてございます。 

 加えて、区でやっている事業として数が

取れるものであることから、こちらを選定

しています。 

（石阪委員長） 

 もちろん、これ学習支援を受けている子

どもたちの中には、俗に言うひとり親では

ない家庭も中にはいるということですね。 

（松本課長） 

 もちろんそうです。 

（石阪委員長） 

 ただ、ひとり親家庭もこの中には含まれ

ているので、あえてここに入れたという、

そういうことですね。 

（片野副委員長） 

割合がちょっと分からないので、今、就学

援助家庭も多分居場所につながっている子

がいるというふうに聞いていますので、そ

うするとひとり親とは限らないということ

になるので、私としてはさっき４つになっ

て多いのでというんであれば、女性の就労

支援のほうを入れていただいたほうが、何

かそのタイトルにはふさわしいように思い

ます。ひとり親世帯以外の支援というとこ

ろに結びつくように思いますが・・・。 

（松本課長） 

 ちなみに、就労支援準備事業というのも、

特に男性・女性分けているものではないの

が一つと、あとはもともと数がそんなに人

数がたくさんいる事業ではないので、分け

たときにちょっとどういう形で数字が出て

くるかというのが課題となります。 

（石阪委員長） 

 ほかはいかがでしょう。 

 またこれも次回もありますので、もしご

意見いただけるようでしたら、特に成果指
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標のところ、こんな指標があればいいんじ

ゃないかということがあれば、ご発言いた

だければと思います。 

 

３ 「年次報告書」作成に向けた委員会意

見について 

（石阪委員長） 

 それでは、続いて年次報告書についてで

す。作成に向けた委員会意見について、こ

ちらになりますが、これは資料４ですか。 

（松本課長） 

 では、年次報告書、皆様に前回までいろ

いろ意見をいただいてありますので、それ

について少しまとめています。 

（石阪委員長） 

 そうしたら、これは私のほうで進めまし

ょうか。 

（松本課長） 

 はい。 

（石阪委員長） 

 これは例年、年次報告書を取りまとめて、

区長のほうにお渡しするんですけれども、

今回については比較的総括的な内容という

ことなんですか。皆さんからもご意見いた

だいています。特にめくっていただいて、

これ偶数ページのところになると思うんで

すが、委員会提言というところに、これま

での議論のプロセスを事務局でまとめてい

ただきましたので、こういう形で提言をす

るのはどうかという、これご提案になりま

す。 

 私が読み上げます。 

 まず、２ページのところ、これは政策・

方針決定過程への女性の参画拡大、これは

令和３年度に主に議論したところになりま

すが、職場における女性活躍推進のための

意識啓発や職場の環境づくりが進んでいる

が、さらなる女性の参画を拡大していくた

めには、昇任の際のサポート体制を確立す

る等の取組が必要である。 

 また、こうした男女格差の是正を図るた

めの取組の一つとして、日常生活からの意

識啓発も行っていただきたい。 

 こういった提言があって、委員の皆さん

からのご意見として、１、女性管理職比率

が低いことの原因の一つとして「家庭と仕

事の両立が難しい」ことが、平成28年度の

人事課「女性職員に向けてのアンケート」

の調査結果に表れている。 

 職員向けの様々な媒体を活用し、実際に

ロールモデルとなる女性管理職が、自身の

経験談や有益な情報を積極的に発信するこ

とで、不安を払拭させていくことが必要で

はないか。 

 ロールモデル、これが実際必要なんだと

いうご意見もいただきましたし、そうしな

いとなかなか自分が昇進しようという、そ

ういうモチベーションにつながらないとい

うことですね。昇進に向けた不安もあると

思うんですよね。そういうのも払拭させる。

これがまず一つです。 

 それから、２つ目です。家庭や社会生活

の中では、いまだにアンコンシャスバイア

ス（無意識な偏見・思い込み）による性別

役割意識が存在している。 

 男女格差を生む背景として、「隠れたカ

リキュラム」（教育側が意図する・しない

にかかわらず、学校生活を営む中で子ども

たちが無意識に学び取っていく社会規範や

価値観が、特に女子生徒に影響を与えてい

ると言われている。教育に携わる者の意識

改革が必要ではないか。 

 ここでは隠れたカリキュラム、実際に男

女平等なんだということなんですけれども、

暗黙のうちにこういう、ある意味で男女の

性差、これを価値観みたいなものを内面化



31 

してしまって、そういう行動を取ってしま

うような、特に女子生徒に影響を与えてい

るんじゃないか、こういうご意見がありま

したので、特に教育に携わる者はここまで

注意を払って教育に携わっていただきたい、

こういう意見になります。 

 これは片野さんも何か言っていましたね。 

 これはいかがですか、この２点について。

まず１つ目、なかなか管理職に自らならな

い、あるいはなりたくないという方がいら

っしゃるということですから、もっと管理

職になる、なりたいと思えるような、そう

いう雰囲気、土壌をつくっていくことが必

要なんだ、そのためにもロールモデル、実

際に松本課長もそうですし、課長さん以上

になられた女性の方はたくさんいますので、

そういう方々が表に出てきて、ご自身を語

っていただくというようなことがあっても

いいんじゃないかということですね。 

 これ、足立区は非常に数字が低いわけで

すね。どうしてもやっぱりここがなかなか

上がっていかない、女性の管理職比率が。

これをやっぱり上げるための一つの施策。 

 それからもう一つは、学校教育の現場の

中で、確かに足立区の場合、男女混合名簿

も導入されていますし、様々な男女平等が

進んでいるんですけれども、そういった隠

れたカリキュラム、こういったところまで

踏み込んだ教育的な支援が必要じゃないか

ということです。 

（内藤委員） 

 これは昨年度の提言ですよね。 

（石阪委員長） 

 昨年です。 

（内藤委員） 

 昨年。これ、４ページ、６ページに、令

和３年提言と令和４年提言とある。 

（石阪委員長） 

 だから、これも令和４年混じっているん

ですね。 

（内藤委員） 

 どれが今年度案でしょうか。 

（松本課長） 

 今年度の部分は４ページ目の３番です。

先日の委員会で昨年度の提言に加えて、新

たに追加で提言をしたいというようご意見

がありましたので、こちらを盛り込んでお

ります。 

（石阪委員長） 

 ６ページは全てですね。 

（松本課長） 

 ６ページは新たに孤立死のデータで皆さ

んご意見いろいろ議論していただきました

ので、その内容が入っております。 

（内藤委員） 

 これは２年分まとめて出す。 

（石阪委員長） 

 そういうことです。 

（内藤委員） 

 その２ページも案に含まれている。 

（松本課長） 

 ２ページにつきましては、令和４年で、

今どういう取組をしているかというのを書

き加えるということで、新たに一緒に記載

をする形になっております。 

（石阪委員長） 

 今年はちょっと進め方がイレギュラーだ

ったんですよね。特にテーマを設けずに議

論をしていた経緯もあるので、こういう形

になります。 

 それから、４ページへいきますが、今度

は人権を尊重する社会の醸成。ジェンダー

平等社会の実現のためには、「男女」とい

う枠にとらわれずに、個性や多様な生き方

を尊重し、相互理解を深めていくことが重

要である。足立区でパートナーシップ・フ
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ァミリーシップ制度がスタートしたことを

契機に、今後も引き続き、人権を尊重する

社会の実現に向けた施策を展開していただ

きたい。 

 これは今年、それこそ取り上げたパート

ナーシップ・ファミリーシップ制度、これ

について皆さんからご意見をいただきまし

たので、これも３番という形で一つ入って

います。 

 まず、昨年度これ議論しましたけれども、

１、２を見てみると、１です。足立区男女

共同参画推進条例は、性別による権利侵害

の禁止をうたっているが、性的指向や性自

認については、明記されていない。 

 性的指向や性自認に関する差別の禁止や

アウティングの禁止などを条例に盛り込む

など、ルールづくりをしていき、区の取り

組む姿勢を内外に見せていくことが重要で

はないか。 

 あわせて、「男女格差の是正」と「多様

性の尊重」の両輪を実現していくに当たり、

条例の名称変更も検討すべきではないか。

これはむしろ条例が、今、男女共同参画推

進条例という条例ですけれども、多様性の

尊重ということもうたうんであれば、条例

の名称変更まで踏み込んでもいいんじゃな

いか、こういう意見が出てきました。条例

を変えるとなると、それこそ議会にかけて、

大変なプロセスになっていくんですけれど

も、こういう提言がこの会議でなされまし

たので、区長に対してはこれを提言してい

きたいと思っています。 

 それから２つ目、性の多様性についての

周知啓発は、幅広い世代に対して行うこと

が重要である。特に、学校現場での啓発に

注力すべきではないか。これはまさに今日

冒頭から出てきたご意見と一緒です。学校

現場への働きかけ、これが結局差別やいじ

めにつながっているという、こういう数値

も出ましたので、これはやっぱり進めてい

く。 

 それから、これ令和４年度については３

番目ですね、令和５年度から区内公立中学

校全校で制服が選択制になることはまず評

価したい。この委員会としては評価したい。 

 今後は水着等についても男女で異なるも

のではなく、性別にかかわらず着用できる

ものが必要ではないか、ご検討いただきた

い。この水着の件もこの会議の中で出てき

ましたね。これもある意味では選択制でい

いと思うんですけれども、男女兼用水着み

たいなものも今は出ているということです

ので、そういったものを採択いただいて、

多様性を尊重してほしい、こういう提言で

す。これはいかがですか。よろしいですか、

こういう形で。 

 はい、どうぞ。 

（水野委員） 

 先ほども学校現場での周知・啓発が大事

だということで、こちらにも書かれている

んですけど、これに異論はないんですが、

来年から選択制の制服も始まるということ

で、校則なんかもいろいろ変わるというこ

とで、子どもたちのほうがかえって受け入

れやすいのかと思います。私もめいっ子が

中学生でいるんですけど、今、ゲイ同士の

カップルの漫画等がはやっているというこ

とで、そういう漫画を読んでいる小中学生

なんかは結構自然と入ってきているのかな

と思うと、こういう差別ないように啓発し

ていくというのは大事かなとは思うんです

けど、それ以外の高齢者だとか、なかなか

受け入れられない世代、そういった方々へ

の啓発、また周知というのはどういうふう

にやっていくのかなというのは、興味があ

るんですけど。 
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（石阪委員長） 

 まさに学校現場はこれでいいとして、プ

ラス一般の方々であったり、高齢の方であ

ったりとか、そういう方ですね。これは区

としてはどうでしょう、リーフレットを作

ったり、バッジ作ったりとか、されていま

したよね。 

（松本課長） 

 これまで民生児童委員向けや住区の管理

運営委員会の委員長向けなど、割と高齢世

代の方にお話をする機会は昨年から続いて

いる状況があります。ただ、全ての方にご

理解いただけるわけではないので、引き続

きやらないといけない部分です。 

（内藤委員） 

 今、水野さんがおっしゃったところ重要

で、昨年度、我々がそういう提言を出して

いるわけですよね。でも、それに対して今、

昨年度出していただいた区の考えを見ます

と、学校のことでしか書いていないんです

ね。小中学校向けに実施している出前講座

のこととか、要するに学校現場への啓発に

注力していくというふうに回答されていて、

その幅広い世代に対してどうやって行うか

についての回答がなかったところなので、

改めてやはりそこについても今回更新して

いただけるようでしたら、書き込んでいた

だけるとうれしいです。 

（松本課長） 

 令和４年度で更新をしたいと思います。 

（石阪委員長） 

 令和３年度の提言は、どちらかというと

学校にかなり傾倒していた面もあるので、

今回の委員の皆さんからの発言で、やっぱ

り幅広い世代に向けた啓発、これが必要だ

というご意見です。 

（松本課長） 

先ほど水野委員からもお話がありました

ので、高齢者向けなど幅広い世代にという

意味で、昨年の令和３年度提言に少し言葉

を追加したいと思います。 

（石阪委員長） 

 はい。あと、実際条例についてはいかが

でしょうか。例えば、我々としてはある程

度そこまで踏み込んで、きちっとこちらの

差別とかアウティングの禁止まで条例の中

でうたってもいいんじゃないかという意見

も出ましたけど、今のところは特にないと

いうことで。 

（松本課長） 

 条例の内容、名称等については、この審

議会の中で議論していただいて、その上で

検討したいと考えておりますので、提言を

いただいて、また検討していきたいと思い

ます。 

（依田部長） 

 今、課長の申し上げたとおりなんですけ

ど、例えば名称はこのままで、中に条文を

入れていくという形なのかどうか。 

（石阪委員長） 

 もちろんそういうこともあり得るかもし

れない。 

（依田部長） 

 名称も変えたほうがいいんじゃないかと

いうご提言なのか、そこら辺の中身にもよ

って対応も検討の仕方も変わってきますの

で、できればそういったところまで突っ込

んでいただいて。 

（石阪委員長） 

 逆に言えば、区長のほうから諮問をいた

だいていもいですけどね、こちらの委員に

ね。例えば、条例の見直し・検討をこの審

議会、委員会にお願いしたいという形でい

ただければ、我々それに特化した形で多分

議論もできますし。 

（依田部長） 
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 そうすると、計画とずれてしまうんで。 

（石阪委員長） 

 そうなんですよね。実施計画のほうがあ

る程度できてしまっているので、条例を変

えるとなるとなかなか難しいのかなという

ことですね。 

（内藤委員） 

 昨年度の回答で、令和４年度中の条例改

正を目指していくというご回答をいただい

ていたんですが、その辺困難なことがどう

いうことがあったのかということと、要は

我々としてこの提言、昨年度出したときに、

名称ということじゃなくて、こういった性

的指向、性自認に対する差別の禁止やアウ

ティングの禁止という中身のところが必要

だということであって、どこの条例に入れ

るかとか、どういう名称であるかというこ

とは、その後の話ですので、まずはそうい

うことの必要性を検討する場所があるとい

いのかなというふうに、こちらとしては思

っております。 

（松本課長） 

 今年度は、計画の改定というところがメ

インになってしまい、条例が後になってし

まったというような状況がございますので、

そこは申し訳ないと思います。 

（石阪委員長） 

 我々としても、引き続きこの点について

は皆さんからの意見を集約して、例えば条

例改定まで踏み込むのか、あるいは中身を

修正する形で補うのか、この辺もちょっと

詰めていきたいと思いますので、これは一

応こういう形で今回書かせていただきます

けれど、また区長のほうにもそういうふう

に進言していきたいと思います。 

 最後になりますけれども、６ページです。 

 これは今年度皆様からいただいた、特に

孤立とか孤独に関するところです。 

 まず、１です。上のほうはちょっと省略

します。 

 １、性別にかかわらず、多様な区民が地

域活動やボランティア等に参加できる環境

づくりが必要である。既に成功している優

良事例の横展開を図る等、行政側から何ら

かの仕掛けが必要ではないか。 

 ２番目、孤立防止対策について、特に男

性は60歳以降、つまり定年後からリスクが

高まることを考慮すると、女性よりも早期

に何らかの支援をしていく必要があるので

はないか。 

 それから、３つ目です。令和４年の国の

「男女共同参画白書」における性別や役割

分担意識のデータからも分かるように、男

性の意識に「家事・育児は女性が担うべき

だ」というのが依然として残っており、働

き方改革だけでは解消できない。「育児や

家事、介護を女性が担うもの」という性別

役割分担意識の変革は大変重要である。 

 これは確認ということになりますが、２

つ目は60歳以降、かなり早い段階から男性

の場合は何らかの支援をしていく必要があ

るんじゃないかというのがこの会議からも

出てきましたし、それからやはり横展開で

すね。いろいろボランティアや地域活動に

参加できるような仕組みづくり、これもむ

しろそういったここの部署だけではなくて、

いろんな地域活動と連携していくというこ

とが必要で、そういった仕掛けづくりをや

っていかないと、例えばこれ70、80になっ

てから、じゃあ地域活動を始めましょうと

いっても、なかなか難しい。一層の孤立化

が進んでいくという懸念があるということ

で、こういう提言です。これについて何か

補足はありますでしょうか。 

 はい、じゃこれはこういう形で進めてい

きたいと思います。 
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 ということになりますが、全体を通して

何かありますでしょうか。あるいは飛ばし

てきたところもあるので、もし何か補足し

て。生活上の困難を抱える女性のところ、

さっき飛ばしましたけど、何もないでしょ

うか 

 １点補足しておくと、先ほど食事を支援

するという取組がコロナでできなくなった。

それに代わっていろんなイベントをやった

りとかってありましたけれど、これからク

リスマスの時期を迎えて懸念されているの

が、最近クリスマスを祝ってもらえない子

どもたちがかなり増えている。つまりサン

タがいないということを親から言われて、

簡単に言うと国民的に祝うべきクリスマス

がないものとされている。これが貧困家庭

で結構増えてきているという話もあるので、

例えば食事を提供することが難しいけれど

も、例えばみんなでクリスマスパーティー

をやるための支援を行政がするとか、そう

いうものがあってもいいのかなと思うんで

すね、こういう行事。 

 先ほどハロウィンとかクリスマス、これ

そういうことですか。 

（松本課長） 

 はい。昨年はハロウィンでしたが、仮装

などやったことがないというお子さんたち

がおりました。 

（石阪委員長） 

 そうですね、いますよね。 

（松本課長） 

 講座では子どもの仮装を用意して、着て

みんなで写真を撮ったり、あとは工作して、

そのままそれを持って帰ってもらうような

ことをしております。 

（石阪委員長） 

 昔は何か子ども会みたいなものが地域に

あったときは、そういうところでクリスマ

スパーティーをやったり、ハロウィンやっ

たりというのがあったようなんですけれど、

これどうなんでしょう、今はそういうのあ

まりないんですか、地域に。皆さんご存じ

ですか、どなたか。 

（依田部長） 

 コロナの影響があって、町会活動がかな

り停滞しています。盆踊りも自粛していた

だいたりとかしていますので、正直な話を

言うと、もう子ども会どころか、ご高齢の

方も町会活動がないとおっしゃっている方

がたくさんいるような状況です。 

（石阪委員長） 

 はい、どうぞ。 

（片野副委員長） 

 実際、多分、子ども会が今なかなか機能

していないという状態もあって、数も減っ

ていますし、それに代わるツールとして、

私たちＮＰＯもそうですけど、実際に地域

学習センターとか、そういうところでやっ

ているんですね。ハロウィンパーティーと

か、そういうことを無料でやったりして、

管理者の方と一緒にやったりするので、そ

ういう輪を広げていったらいいのかなって

いうふうに思います。 

 児童館もちょっとだけハロウィンぽいこ

とをやっていたり、今日ちなみに学校もク

リスマス給食だったんですけど、ですので、

そういうちょっとクリスマスぽいことを祝

うということはできるんですけど、やっぱ

りまだハロウィンとなると、仮装の準備と

かもいろいろありますので、そこまで大げ

さなことはできないんですが、ちょっとず

つ文化的なものを地域の活動として入れて

いくことができているので、それを後押し

していただけるような、何かそういう枠組

みがあればよろしいのかなというふうに思

っています。 
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（石阪委員長） 

 子どもの頃の、例えばイベントですけれ

ども、例えばイベントの参加度の低い子ど

もというのは、大人になるとやっぱりキャ

リア選択の幅も狭まるというデータもある

んですよね。小さいときにいろんな体験を

していくことが、将来大人になってからい

ろんな職業に結びつくということは多々あ

ることなので。 

（片野副委員長） 

 そうです。どこかの調査で年収も違うと

書いてあった。 

（石阪委員長） 

 そう、年収も変わってくるし…… 

（片野副委員長） 

 年収も変わってくるというか。 

（石阪委員長） 

 職業もキャリアも変わってくるので、結

構これ大事で、もし親御さんの都合ででき

ないということになった場合、それを地域

でどう支えるかというのは一つ課題だと思

います。 

（松本課長） 

 足立区では、子どもの貧困対策の計画の

中で、そこを地域で埋めていくために、子

どもの経験・体験の取組を地域でも、職員、

区でもそうですし、地域でも広げようとい

うことで、いろんなところでそういう取組

が広がっております。 

（石阪委員長） 

 そうですね。はい、ありがとうございま

す。 

 はい、どうぞ。 

（小川委員） 

 僭越です。 

 私、町会のほうで、今ほどお話が出まし

たハロウィンパーティーとか、それからこ

の間も12月４日にクリスマスパーティーを

やりました。やはり決行するに当たっては

紆余曲折ありまして、でもいろんな状況下

にあっても、最低限できることを最大の万

策を取ってやりましょうということで、一

本化しまして、３回目ですか、ハロウィン

パーティーが中２回抜けまして、３年目で

やって、過去２年目にやっていますから、

３回目だったんですね。クリスマスパーテ

ィーもペットボトルを使って、中に電池を

通して、それで１人２本ぐらいずつツリー

を作って、用意ドンで一斉に点火していっ

て、それで２本ずつ持ち帰って、おうちで

もできるようにって。 

 これも以前は子ども会というのもあった

んです。ところが、子ども会の存続がもう

できなくて、青少年育成部というところが、

たとえ何人でも町会に入ってらっしゃるお

子さんたちのために、今ほど委員長がおっ

しゃったように、いろんな形で参加させる

ことで、大きな成果を先に、今は求められ

なくても、先にともしましょうということ

で、皆さん町会の方々と結束してやりまし

た。 

 それで、お祭りもその前にやったんです

ね。 

（石阪委員長） 

 できたんですね、お祭りね。 

（小川委員） 

 やったんです。これもお祭りできなかっ

たものですから、財政難もありまして、や

はりお金が上がらないということで、じゃ

もう３年目だから思い切ってやりましょう

ということで、お祭りもやりました。 

 それで、そのときにも、ほか、周りが全

然やっていなかったんです。うちの町会に、

こんなにたくさんの子どもたちがいたのか

と思うほど、もう土曜日の晩は1,000人ぐら

いですか、あっちからもこっちからも遠く
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からいらして、中学生なんかもお友達と誘

い合って来ました。それをよしと見て、次、

ハロウィンをやりまして、この間のクリス

マスと連続して、子どもを対象に終えたわ

けなんですけど、やはり何ですか、いろん

なことがあるから大変だからやめましょう

じゃなくて、大きく言えば北京の、中国の

政策にもゼロコロナの対策に縛りがいった

ために、経済がちょっと頓挫したというこ

とで、そういう縮小版ですよね。 

 ですから、うちの町会はそれをしないで、

小さな形でもいいから決行しようというこ

とで、大きな成果を得ることができました。 

（石阪委員長） 

 特に子どもたちのイベントは、やっぱり

なるべく中止せずに…… 

（小川委員） 

 それで、私と町会長が主になって、いつ

も変装したり、ハロウィンの場合はするん

ですけど、やはり子どもたちもお母さん方

も覚えていてくださって、今年は何やって

くれるんですかって。じゃ、今年は悪魔に

なろうかな、天使ちゃんがいいかなとかと、

いろいろお話をしたりすることもできるし、

ああ、あのおばちゃんねとかということも、

反響が返ってくるんですよね。だからやは

りすることって大事かなと思います。それ

が未来につなげる活動になると思うんです

よね。やはりいい結果が出ました。ありが

とうございます。 

（石阪委員長） 

 ほかよろしいでしょうか。全体を通して

２になりますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、一応事項の３まではこれで終

了ということにさせていただきます。 

 

４ 事務連絡 

  （１）次回 １月26日（木曜日） 

     午後２時～４時 第２学習室 

  （２）その他 

（石阪委員長） 

 それでは４番目、事務連絡になります。

お願いします。 

（星屋主任） 

 では、最後に事務局から事務連絡をさせ

ていただきます。 

 まず、次回の日程についてなんですけれ

ども、本日、次回の開催通知を皆様の席上

に配付させていただいておりまして、次回

の日程は１月26日、木曜日、午後２時から

というふうになっております。 

 また、今年度、今後の開催予定につきま

して、その他、資料２として配付しており

ますので、ご確認いただきまして、ご予定

いただきますようにお願いいたします。 

 次に、本日の委員の謝礼についてなんで

すけれども、配付しております口座振替依

頼書にご記入いただきまして、お帰りの際

に事務局までご提出をお願いいたします。 

 最後に、本日配付しております、前回第

４回の会議録について、先日メールでもお

送りさせていただきましたが、再度お目通

しいただきまして、修正等ございましたら、

事務局へご連絡お願いします。 

 以上となります。 

（石阪委員長） 

 ほかよろしいでしょうか。チラシはいい

ですか。ご紹介は特に。別に大丈夫ですか。 

（松本課長） 

 日曜日、レインボー映画祭を北千住の芸

術センターの２階のブルースタジオでやり

ますので、もしご都合の合う方がいらっし

ゃいましたら、ぜひ足をお運びください。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか、ほか。 
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 それでは、定時になりました。以上で終

了とさせていただきます。 

 長時間ご参加いただきありがとうござい

ました。お疲れさまでした。 


